
【Scenes of Solution】

DBJとJTBが連携し、
企業のBCP実効性の高度化を支援

【調査のわき道】

戦後のインフラ建設と開発銀行の意義 
株式会社日本経済研究所　上席研究主幹   柴田 勉

【未来人図鑑】

金剛株式会社　
代表取締役社長　田中 稔彦 氏
高い免震・耐震技術で安心を提供
社会から求められる価値を創出
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～ LTIC・D20 Conferenceの議論から～
持続可能なインフラ開発に向けて
【ネクスト・ジャパン最前線】
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　麻生太郎副総理およびコロンビア大学ビジネススクール学院長グレン・ハバード教授による基調講演の他、パネ

ルディスカッションでは世界経済、近年の新保護主義政策、コーポレートガバナンスについて議論が繰り広げられ

ました。DBJは世界有数の研究機関とも連携しながら、企業が抱えるさまざまな課題の解決に向けた調査、研究等

に積極的に取り組んでいます。

　米国コロンビア大学ビジネススクールの研究機関である日本経済経営研究所とDBJは、2019年

5月28日（火）に、各界の著名な有識者を招いたカンファレンス「『貿易』『ガバナンス』『世界経済』

から読み解く新日米関係」を開催しました。

「貿易」「ガバナンス」「世界経済」から
 読み解く新日米関係

パネルディスカッション風景

副総理、財務大臣、
内閣府特命担当大臣（金融）

麻生 太郎氏

コロンビア大学ビジネススクール
日本経済経営研究所 所長

ヒュー・パトリック氏

コロンビア大学ビジネススクール
学院長、ラッセル・L・カールソン教授

グレン・ハバード氏

コロンビア大学ビジネススクール
日本経済経営研究所 副所長

デイビッド・ワインスタイン氏

※役職は開催時のものです。
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※本誌に掲載している所属・役職および数値・年月日については取材時のものです。

　（株）日本政策投資銀行（DBJ）は2019年4月26日、Long-Term Investors Club（LTIC）と（株）国際協力銀行（JBIC）
とともに、LTIC年次総会およびD20 Conference Tokyo 2019を開催した。LTICは、長期的目線に立った投資活動
を重要視する投資家=long-term investorで構成される国際団体で、日本からはDBJおよびJBICが加盟している。
　LTICでは毎年、G20開催国において加盟機関による年次総会を招集し、長期投資にかかる最新の課題につ
いて議論し、課題解決に向けた提言を行っている。同時に、G20各国の開発金融機関（Development Finance 
Institutions;DFI）等から構成されるD20 Conferenceを開催し（DはDFIの頭文字）、LTIC加盟機関以外からも
多様な機関を招待する形で、長期金融・投資に関するさまざまな課題の共有や意見交換等を図っている。本年は6月
開催の大阪G20に合わせ、DBJおよびJBICによる共催で年次総会とD20 Conference Tokyo 2019を実施した。
　今回のカンファレンスでは、日本と世界の持続的な成長に必要な質の高いインフラ整備に向けた諸課題について、
業界を代表するプレーヤーたちが一堂に会し、有意義な議論を交わした。今号では、同カンファレンスでの基調講演や
パネルディスカッションの紹介などを通して、持続可能なインフラ開発のあり方や課題について考える。

持続可能なインフラ開発に向けて
〜LTIC・D20 Conferenceの議論から〜

P24 未来人図鑑

金剛株式会社 
代表取締役社長　田中 稔彦 氏

高い免震・耐震技術で安心を提供
社会から求められる価値を創出

P20 Scenes of Solution

DBJとJTBが連携し、
企業のBCP実効性の高度化を支援
株式会社JTB　経営戦略本部　BCP実行支援事業　経営戦略担当部長　山下 真裕美 氏
株式会社JTB　経営戦略本部　BCP実行支援事業　開発推進担当マネージャー　内藤 司 氏

P27 調査のわき道

戦後のインフラ建設と開発銀行の意義
株式会社日本経済研究所　上席研究主幹　柴田 勉 

P03 ネクスト・ジャパン最前線

持続可能なインフラ開発に向けて
～LTIC・D20 Conferenceの議論から～
開会挨拶 Ⅰ 財務省　財務事務次官　岡本 薫明 氏
開会挨拶 Ⅱ Dr.Werner Hoyer
 Co-President, Long-Term Investors Club and President, European Investment Bank

基調講演 株式会社日本政策投資銀行　代表取締役会長　木下 康司
パネルディスカッション ［パネリスト］

 多数国間投資保証機関　長官 CEO　本田 桂子 氏
 Mr.Thierry Déau　Chairman and Chief Executive Officer, Meridiam Infrastructure
 Mr.John C.S. Anderson　Head of Corporate Finance & Infrastructure, Manulife 
 Mr.François Bergère　Executive Director, Long-Term Infrastructure Investors Association 
 ［モデレーター］

 株式会社日本政策投資銀行　ストラクチャードファイナンス部担当部長　黒木 重史
Interview Dr.Werner Hoyer
 Co-President, Long-Term Investors Club and President, European Investment Bank
 ［聞き手］　株式会社日本政策投資銀行　企業金融第5部担当部長　原田 文代
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E
x

ecu
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e D
irector, L

on
g

-

T
erm

 Infrastructure Investors 

A
ssociation

）に
よ
る
意
見
交
換
や
提

言
な
ど
が
行
わ
れ
た（
前
述
の
基
調
講

演
の
内
容
を
Ｐ
10-

11
に
、ま
た
同
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
内
容
を
Ｐ
12-

17
に

掲
載
）。

　

今
回
の
Ｄ
20
会
議
に
お
い
て
主
要
テ
ー

マ
と
な
っ
た
の
が
、持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ

開
発
に
向
け
た
民
間
資
本
の
動
員
だ
。

　

経
済
発
展
の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
需
要
は
世
界
的
に
拡
大
し
て
い
る
。

Ｇ
20
が
公
表
し
た
２
０
１
７
年
の
分
析
に

よ
れ
ば
、２
０
１
６
年
か
ら
２
０
４
０
年
に

か
け
て
累
計
で
94
兆
ド
ル
の
イ
ン
フ
ラ
投

資
ニ
ー
ズ
が
発
生
す
る
一
方
、現
状
の
投

資
の
ペ
ー
ス
に
基
づ
く
実
際
の
投
資
額
は

79
兆
ド
ル
に
止
ま
り
、15
兆
ド
ル
が
不
足

す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、イ
ン
フ
ラ
は
、新
規
分
の
み
な

ら
ず
既
存
分
の
維
持
・
補
修
で
も
多
額
の

投
資
が
必
要
だ
。例
え
ば
日
本
に
お
い
て

は
、１
９
７
０
年
代
か
ら
整
備
拡
大
が
進

ん
だ
イ
ン
フ
ラ
の
老
朽
化
に
伴
う
維
持

管
理
・
更
新
費
用
は
２
０
１
８
年
度
５
・

２
兆
円
、２
０
１
９
～
２
０
４
８
年
度
で

１
７
６・５
～
１
９
４・６
兆
円（
国
土
交
通

省
２
０
１
８
年
度
推
計
）と
さ
れ
て
い
る
。

　

世
界
の
イ
ン
フ
ラ
需
要
が
増
加
す
る
中

で
、イ
ン
フ
ラ
整
備
・
更
新
に
必
要
な
資
金

供
給
は
不
足
し
て
お
り
、イ
ン
フ
ラ
開
発

の
資
金
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

い
る
。こ
の
資
金
ギ
ャ
ッ
プ
を
解
消
す
る
こ

と
が
イ
ン
フ
ラ
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る

上
で
の
大
き
な
課
題
だ
。

　

そ
こ
で
求
め
ら
れ
る
の
が
イ
ン
フ
ラ
開

発
に
対
す
る
民
間
資
本
の
動
員
だ
。前
述

の
Ｄ
20
に
よ
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
関
す
る

提
言
や
、本
年
６
月
に
開
催
さ
れ
た
大
阪

Ｇ
20
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た「
質
の
高
い
イ

ン
フ
ラ
投
資
の
促
進
に
向
け
た
原
則
」に
お

い
て
も
、世
界
の
莫
大
な
投
資
資
金
ギ
ャ
ッ

プ
の
存
在
に
対
す
る
民
間
資
金
の
一
層

の
動
員
の
重
要
性
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

今
後
、世
界
的
に
増
大
す
る
イ
ン
フ
ラ
需

要
を
満
た
す
た
め
に
は
、従
来
の
公
的
資

金
に
よ
る
供
給
だ
け
で
は
限
界
が
あ
り
、

さ
ら
な
る
民
間
資
金
の
動
員
に
向
け
た
官

民
連
携
の
よ
う
な
手
法
が
不
可
欠
と
な

る
。イ
ン
フ
ラ
開
発
へ
の
資
金
供
給
に
お
い

て
、開
発
金
融
機
関
等
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と

し
て
Ｇ
20
と
の
連
携
を
視
野
に
入
れ
、ま

た
公
的
側
面
を
持
ち
な
が
ら
民
間
資
本

と
も
協
調
し
て
い
る
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
の
果
た
す

役
割
は
大
き
い
。

L
ong-T

erm
 Investors C

lub

（
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）は
、金
融
危
機
後
の
世
界
的

な
金
融
環
境
の
変
化
を
受
け
て
、各
国

の
長
期
投
資
を
担
う
公
的
な
金
融
機
関

同
士
の
協
調
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

２
０
０
９
年
に
設
立
さ
れ
た
。設
立
に
中

心
的
な
役
割
を
担
っ
た
の
は
欧
州
の
４
つ

の
開
発
金
融
機
関
、フ
ラ
ン
ス
預
金
供
託

公
庫（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）、ド
イ
ツ
復
興
金
融
公
庫

（
Ｋ
ｆ
Ｗ
）、欧
州
投
資
銀
行（
Ｅ
Ｉ
Ｂ
）、

イ
タ
リ
ア
預
託
貸
付
公
庫（
Ｃ
Ｄ
Ｐ
）だ
。

現
在
の
加
盟
機
関
は
20（
図
表
）。Ｄ
Ｂ
Ｊ

は
２
０
１
２
年
10
月
に
加
盟
し
て
い
る
。

　

そ
の
設
立
趣
旨
と
し
て
掲
げ
ら
れ
た
の

は
、①
公
的
金
融
機
関
同
士
の
国
際
的
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
と
プ
レ
ゼ
ン
ス
向
上
、

②
長
期
投
資
の
意
義
に
つ
い
て
の
学
術
面
・

実
践
面
で
の
研
究
の
促
進
、長
期
投
資
に

か
か
る
公
的
・
専
門
的
議
論
へ
の
積
極
的

な
働
き
か
け
、③
政
策
関
係
者
と
の
対

話
を
通
じ
た
活
動
環
境
の
整
備
、④
個
別

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、投
資
案
件
に
お
け
る
メ

ン
バ
ー
間
の
協
調
推
進
、の
４
項
目
。こ
こ

か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
は
世

界
の
主
要
な
投
資
家
を
結
集
し
、Long-

term
 investor

と
し
て
の
共
通
意
識
を

確
立
す
る
こ
と
で
、持
続
的
な
成
長
に
向

け
た
長
期
投
資
の
環
境
整
備
と
促
進
を

目
指
し
て
い
る
。

　

Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
は
年
１
回
、Ｇ
20
の
開
催
国
に

お
い
て
Ｇ
20
開
催
の
約
１
カ
月
前
に
年
次

総
会
を
開
催
し
て
い
る
。ま
た
、Ｄ
20
会
議

は
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
年
次
総
会
に
合
わ
せ
、Ｇ
20

加
盟
国
に
お
け
る
公
的
色
彩
の
強
い
金
融

機
関
等
を
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
が
招
待
す
る
形
で
開

催
さ
れ
て
お
り
、長
期
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
等
に

関
し
、活
発
な
意
見
交
換
を
行
っ
て
い
る
。

　

今
年
の
Ｄ
20
会
議
で
は
、質
の
高
い
イ
ン

フ
ラ
投
資
に
向
け
た
提
言
が
採
択
さ
れ
る

と
と
も
に
、持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
開
発

や
社
会
的
コ
ス
ト
の
低
減
を
テ
ー
マ
に
基

調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
た
。こ
の
う
ち
Ｄ
Ｂ
Ｊ
か
ら
は
、代
表

取
締
役
会
長
・
木
下
康
司
が「
持
続
可
能

な
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
向
け
た
民
間
資
本
の

動
員
と
Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
金
融
市
場
創
造
支
援
機

能
」を
テ
ー
マ
に
基
調
講
演
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は

「
持
続
可
能
な
長
期
イ
ン
フ
ラ
開
発
・

投
資
を
促
進
す
る
上
で
の
民
間
投
資
家

の
役
割
」を
テ
ー
マ
に
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
ス
ト
ラ
ク

チ
ャ
ー
ド
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
部
担
当
部
長
・
黒

木
重
史
が
モ
デ
レ
ー
タ
ー
と
な
り
、パ
ネ

リ
ス
ト
４
名（
本
田
桂
子
・
多
数
国
間
投

資
保
証
機
関
長
官
Ｃ
Ｅ
Ｏ
、Thierry 

D
éau

,C
h

airm
an

 an
d

 C
h

ief 

E
xecutive O

fficer,M
eridiam

 

In
fra

stru
c

tu
re

、Jo
h

n
 C

.S
. 

A
nderson, H

ead of C
orporate 

F
in

an
ce &

 In
frastru

ctu
re, 

M
an

u
life

、Fran
çois B

erg
ère, 

持続可能な成長と
LTICの役割

Long-T
erm

 Investors 
C

lub

（
Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
）と
は

持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
開
発

に
向
け
て

設立機関

開発銀行系

輸出信用機関系

公的貯蓄銀行系

公的年金基金系

関係団体

CDC（仏）、KfW（独）、EIB（欧）、CDP（伊）

DBJ（日）、ICO（西）、VEB（露）、TSKB（トルコ）、CDB（中）、
BNDES（伯）、IDFC（印）、BGK（ポーランド）

JBIC（日）、BICE（アルゼンチン）、BANCOMEXT（メキシコ）

CDG（モロッコ）、CDPQ（加）、CEF（伯）

OMERS（加）

LTIIA（Long-Term Infrastructure Investors Association）

DBJは2012年10月、JBICは2013年5月に加盟している。

類 型 機 関 名

（図表）LTIC加盟機関 Bas i c  exp l ana t i on

基 本 解 説
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経
済
の
拡
大
は
さ
ら
に
弱
ま
り
、保
護
主
義
政
策
と
不

公
平
な
貿
易
慣
行
が
、い
ま
だ
脆
弱
な
景
気
回
復
の
流

れ
に
影
を
落
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
短
期
的
な
マ
ク
ロ
経
済
環
境
に
対
し
、密

接
な
監
視
を
要
す
る
一
方
で
、本
当
の
困
難
は
数
々
の

構
造
的
な
問
題
の
中
に
潜
ん
で
い
ま
す
。

　

人
口
問
題
は
先
進
国
だ
け
で
な
く
、新
興
国
や
開
発

途
上
国
に
も
関
係
す
る
課
題
で
す
。基
礎
的
イ
ン
フ
ラ

や
社
会
保
障
制
度
の
分
野
に
お
い
て
現
れ
る
ギ
ャ
ッ
プ

は
、多
く
の
国
々
に
お
い
て
包
摂
的
な
経
済
成
長
に
対
す

る
ボ
ト
ル
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。気
候
変
動
の
問
題

は
、世
界
中
で
自
然
災
害
が
増
加
す
る
頻
度
や
被
害
の

深
刻
さ
の
根
深
い
原
因
と
し
て
、し
ば
し
ば
取
り
上
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、Ａ
Ｉ
や
ブ
ロ
ッ
ク
チ
ェ
ー
ン
に
代
表
さ
れ
る

技
術
革
新
や
暗
号
資
産
に
よ
り
、我
々
の
経
済
政
策
は

再
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。現
在
の
金
融
規

制
や
税
制
等
と
い
っ
た
政
策
実
行
手
段
の
実
効
性
が
一

段
と
問
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

こ
う
し
た
逆
風
に
対
し
て
、我
が
国
は
、日
本
議
長
下

に
お
け
る
Ｇ
20
財
務
ト
ラ
ッ
ク
に
お
い
て
、大
き
く
３
つ
の

柱
を
有
す
る
優
先
課
題
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

ま
ず
第
１
に
、金
融
市
場
の
脆
弱
性
、グ
ロ
ー
バ
ル・

イ
ン
バ
ラ
ン
ス
、高
齢
化
の
影
響
と
い
っ
た
世
界
経
済
の
リ

ス
ク
と
課
題
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
ま
す
。第
２
に
、質
の

高
い
イ
ン
フ
ラ
と
人
的
資
本
双
方
へ
の
投
資
を
促
進
す
る

こ
と
で
、成
長
力
強
化
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み

を
加
速
し
ま
す
。第
３
に
、技
術
革
新
・グ
ロ
ー
バ
ル
化
が

も
た
ら
す
経
済
社
会
の
構
造
変
化
へ
の
政
策
対
応
に
つ
い

て
取
り
上
げ
ま
す
。

　

既
に
お
気
づ
き
の
方
も
お
ら
れ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、

今
申
し
上
げ
た
３
つ
の
課
題
の
う
ち
、本
日
こ
の
場
に
お

ら
れ
る
皆
さ
ま
に
特
に
関
係
の
深
い
も
の
が
２
点
目
、投

資
を
通
じ
た
成
長
促
進
で
す
。

　

次
に
、こ
の
３
つ
の
課
題
に
対
し
て
、政
策
金
融
機
関

が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
で
き
る
か
に
つ
い

て
述
べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

持
続
的
な
成
長
を
達
成
す
る
に
は
、物
的
イ
ン
フ
ラ
、

そ
し
て
人
的
資
本
な
ど
の
非
物
的
イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
が

急
務
で
す
。そ
の
た
め
に
は
民
間
セ
ク
タ
ー
の
資
金
を
動

員
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
が
、情
報
の
非
対
称
性
や
負

の
外
部
要
因
と
い
っ
た
市
場
の
失
敗
を
踏
ま
え
れ
ば
、

公
的
セ
ク
タ
ー
の
介
入
も
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

例
え
ば
、Ｇ
20
は
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
促
進
さ

せ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、民
間
資
金
の
み
に
依

存
し
て
い
て
は
、Ｅ
Ｓ
Ｇ（
環
境
・
社
会
・ガ
バ
ナ
ン
ス
）の
側

面
に
強
く
着
目
し
た
投
資
を
実
行
す
る
こ
と
は
難
し
い

で
し
ょ
う
。他
方
、直
接
補
助
金
を
支
出
す
る
こ
と
は
、

財
政
状
況
を
考
慮
す
れ
ば
必
ず
し
も
可
能
と
い
う
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

政
策
金
融
は
、こ
う
し
た
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。国
家
戦
略
や
優
先
事
項
に
応
じ
た
個
々
の

投
資
を
通
じ
て
、政
策
金
融
は
、民
間
資
金
動
員
の
た
め

の
触
媒
と
し
て
作
用
し
、あ
る
い
は
、民
間
資
金
を
補
完

す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

そ
の
形
態
は
、譲
許
的
貸
付
か
ら
、株
式
投
資
、信
用

補
完
の
た
め
の
保
証
に
至
る
ま
で
、さ
ま
ざ
ま
で
す
。

政
策
金
融
は
、イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創
出
や
基
礎
的
イ
ン
フ
ラ

の
整
備
、社
会
ニ
ー
ズ
へ
の
対
応
な
ど
、異
な
る
さ
ま
ざ

ま
な
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。ま
た
、国
内

の
経
済
成
長
を
加
速
さ
せ
る
と
と
も
に
、国
際
協
力
を

促
進
す
る
と
い
う
、２
つ
の
目
的
を
同
時
に
達
成
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、公
的
金
融
機
関
と
し
て

の
皆
さ
ま
の
役
割
は
よ
り
重
要
性
を
増
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
重
要
な
岐
路
に
あ
た
っ
て
は
、機
関
毎
の
目
標
だ

け
を
追
求
す
る
の
で
は
な
く
、個
別
目
標
の
枠
を
超
え

る
こ
と
が
必
要
で
す
。グ
ロ
ー
バ
ル
な
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン

や
、金
融
面
に
お
け
る
繋
が
り
が
よ
り
強
く
な
る
な
か

で
、さ
ま
ざ
ま
な
国
々
の
さ
ま
ざ
ま
な
機
関
や
、ひ
と
り

一
人
が
、こ
の
場
で
意
見
交
換
を
し
、成
功
事
例
を
共
有

す
る
こ
と
が
何
よ
り
も
重
要
で
す
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
も
、本
日
の
議
論
に
期
待
し
て

い
ま
す
。

　

ご
来
賓
の
皆
さ
ま
、そ
し
て
ご
参
集
の
皆
さ
ま
、こ
ん

に
ち
は
。今
日
こ
う
し
て
皆
さ
ま
方
に
対
し
て
歓
迎
の

辞
を
述
べ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
大
変
嬉
し
く
思
い

ま
す
。財
務
省
を
代
表
し
て
、Ｄ
20
の
議
長
に
対
し
て
、

ま
た
事
務
局
の
方
々
に
対
し
て
心
か
ら
御
礼
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

今
回
は
、ま
ず
、Ｇ
20
財
務
ト
ラ
ッ
ク
に
お
い
て
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
る
優
先
課
題
の
概
要
に
つ
い
て
ご
案
内
し

た
上
で
、公
的
政
策
金
融
機
関
が
、Ｇ
20
の
目
的
の
達
成

に
向
け
て
果
た
し
う
る
役
割
に
つ
い
て
、私
の
考
え
を
述

べ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

我
が
国
は
Ｇ
20
議
長
国
と
し
て
、現
状
の
マ
ク
ロ
経
済

環
境
に
対
す
る
評
価
を
踏
ま
え
て
、い
く
つ
か
の
優
先
課

題
を
提
案
し
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、景
気
回
復
に
向
け
た
勢
い
は
弱
ま
り
、

下
方
リ
ス
ク
が
ま
す
ま
す
高
ま
っ
て
い
ま
す
。こ
こ
数
カ

月
で
見
て
も
、政
策
面
で
の
不
確
実
性
を
受
け
て
世
界

開 会 挨 拶 Ⅰ

持
続
的
成
長
へ
向
け
て

政
策
金
融
機
関
の
役
割
が
高
ま
る政

策
実
行
手
段
の
実
効
性
が

問
わ
れ
て
い
る

グ
ッ
ド
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
共
有
し
、

意
見
交
換
す
る
こ
と
が
重
要

財
務
省　

財
務
事
務
次
官　

岡
本
薫
明
氏

※
当
該
文
章
は
、英
語
の
ス
ピ
ー
チ
を
も
と
に
邦
訳
・
構
成
し
て
い
ま
す
。
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世
界
の
人
口
は
２
０
５
０
年
に
95
億
人
に
達
し
、２
０
７
０

年
に
は
１
０
０
億
人
を
超
え
る
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
経
済
成
長
と
人
口
動
態
の
変
化
は
、都
市
化

に
よ
り
さ
ら
に
加
速
し
ま
す
。国
連
に
よ
れ
ば
２
０
５
０

年
に
は
世
界
の
約
70
％
の
人
々
が
都
市
部
に
住
み
、そ
の

大
多
数
は
巨
大
都
市
に
住
む
と
推
計
さ
れ
て
い
ま
す
。都

市
部
へ
の
人
口
集
中
は
、経
済
成
長
と
繁
栄
が
よ
り
狭
い

地
域
に
集
中
す
る
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。

　

第
２
に
、イ
ン
フ
ラ
の
質
の
向
上
で
す
。改
め
て
、今
回

の
Ｇ
20
に
お
い
て
日
本
政
府
が
こ
の
点
に
焦
点
を
当
て
た

こ
と
を
評
価
し
ま
す
。今
後
は
将
来
的
な
経
済
成
長
の
パ

タ
ー
ン
や
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
に
合
致
し
た
賢
い
イ
ン
フ
ラ
投

資
が
必
要
で
す
。そ
の
た
め
に
は
、イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

に
つ
い
て
、計
画
、デ
ザ
イ
ン
、建
設
、運
営
、維
持
、そ
し
て

撤
去
ま
で
含
め
て
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
に
は
膨
大
な
リ
ソ
ー
ス
が
必
要
と
な
り
ま
す
。イ

ン
フ
ラ
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
つ
い
て
は
、広
く
合
意
さ
れ
た
経

済
的
な
原
則
、ま
た
慣
行
に
基
づ
い
た
総
合
的
な
評
価

を
含
む
統
合
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
必
要
な
の
で
す
。さ
ら

に
は
、急
速
な
技
術
発
展
の
中
で
、将
来
の
イ
ン
フ
ラ
も
、

そ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
、大
幅
な
改
変
な
く
最

新
技
術
を
迅
速
に
反
映
で
き
る
仕
様
に
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

　

第
３
に
、現
在
運
営
さ
れ
て
い
る
、そ
し
て
将
来
整
備

さ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
は
、気
候
変
動
へ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス（
耐

性
）を
備
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。今
後
我
々
は
、イ
ン
フ

ラ
に＂F
uture-proof

（
未
来
耐
性
）＂を
持
た
せ
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

気
候
変
動
リ
ス
ク
は
、イ
ン
フ
ラ
投
資
に
か
か
る
最
も

重
要
な
リ
ス
ク
の
一
つ
で
す
。に
も
か
か
わ
ら
ず
、現
状
で

は
気
候
変
動
リ
ス
ク
は
し
ば
し
ば
過
小
評
価
さ
れ
て
お

り
、時
に
は
ま
っ
た
く
考
慮
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。イ
ン
フ
ラ

の
設
計
、建
築
、運
営
に
お
い
て
、気
候
変
動
リ
ス
ク
を
含

め
て
検
討
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。こ
れ
は
、今
後
の
い

か
な
る
新
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
も
重
要
な
点
で
す
。

　

同
時
に
、現
在
の
イ
ン
フ
ラ
資
産
の
脆
弱
性
に
関
す
る

適
切
な
評
価
が
必
要
で
す
。既
存
の
イ
ン
フ
ラ
に
つ
い
て
、

修
繕
・メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
の
十
分
な
リ
ソ
ー
ス
が
投
入

さ
れ
る
構
造
的
な
仕
組
み
を
組
み
込
ま
な
け
れ
ば
、イ
ン

フ
ラ
の
質
の
劣
化
に
つ
な
が
り
か
ね
ま
せ
ん
。

　

第
４
に
、増
加
す
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
対
し
、公
的
セ
ク

タ
ー
だ
け
で
は
資
金
供
給
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。よ

り
多
く
の
民
間
資
金
を
動
員
す
る
こ
と
、つ
ま
り
官
民
の

資
金
を
合
わ
せ
て
動
員
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、こ
の
点

私
も
岡
本
次
官
に
ま
っ
た
く
賛
同
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

年
金
基
金
や
保
険
会
社
、政
府
系
フ
ァ
ン
ド
の
資
産
価

値
が
１
０
０
兆
ド
ル
を
超
え
る
中
、新
興
国
や
開
発
国

向
け
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
は
わ
ず
か
０・７
％
で
す
。こ
れ
が

２
倍
の
１・４
％
に
な
る
だ
け
で
、ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
イ

ン
フ
ラ
需
要
が
い
か
に
簡
単
に
満
た
さ
れ
る
か
想
像
し
て

み
て
く
だ
さ
い
。

　

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
資
産
の
形
成
に
は
、よ
り
良
質
な

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
開
発
や
良
質
な
デ
ー
タ
、よ
り
良
い
投
資

環
境
を
通
じ
た
情
報
公
開
が
必
須
で
す
。そ
う
し
た
情

報
公
開
は
投
資
へ
の
ハ
ー
ド
ル
を
下
げ
、民
間
投
資
促
進

に
も
寄
与
し
ま
す
。

　

Ｄ
20
で
は
多
国
籍
金
融
機
関
や
各
国
開
発
金
融
機

関
な
ど
と
連
携
し
、イ
ン
フ
ラ
に
関
す
る
質
の
高
い
デ
ー

タ
の
収
集
と
整
理
に
最
前
線
で
取
り
組
み
、Glob

al 
E

m
erging M

arkets D
atabase

を
始
め
と
し
た

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。こ
う
い
っ

た
活
動
を
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
に
対
し
て
、互
い
に
競
い

合
う
こ
と
に
労
力
を
割
く
の
で
は
な
く
、個
々
の
活
動

を
結
集
し
、連
携
す
る
こ
と
を
呼
び
か
け
た
い
と
思
い
ま

す
。こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、将
来
の
投
資
家
た
ち
が
、

資
金
を
必
要
と
し
て
い
る
市
場
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し

自
信
を
持
っ
て
投
資
の
意
思
決
定
を
行
う
た
め
の
一
助

と
な
る
で
し
ょ
う
。

11
年
前
、初
め
て
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
が
登
場
し
た
際
、

当
時
そ
れ
に
関
与
し
て
い
た
人
々
は
変
人
扱
い
さ
れ
ま
し

た
。し
か
し
、そ
の
後
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
の
発
行
額
は
11
種

類
の
通
貨
で
、２
４
０
億
ユ
ー
ロ
に
も
上
り
、世
界
の
市
場

規
模
は
５
０
０
０
億
ド
ル
に
ま
で
成
長
し
ま
し
た
。こ
れ

は
す
ば
ら
し
い
成
果
で
は
あ
り
ま
す
が
、債
券
市
場
全
体

の
規
模
と
比
較
す
る
と
、実
は
世
界
の
債
券
市
場
規
模
は

１
０
０
兆
ユ
ー
ロ
な
の
で
す
。

　

こ
れ
は
単
に「
グ
リ
ー
ン
」に
関
し
て
の
話
で
あ
り
、

Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
観
点
で
見
る
と
、単
に
グ
リ
ー
ン
で
あ
る
だ
け

で
な
く
、そ
れ
を
超
え
た
意
識
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
達
成
に
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
と
し
た
市
場
に
則
っ
た
金
融
ツ
ー
ル
が
必
要
で
す
。そ

う
し
た
中
で
、Ｅ
Ｉ
Ｂ
は
水
事
業
に
特
化
し
た
投
資
商
品

を
開
発
し
ま
し
た
。現
在
、教
育
や
医
療
に
特
化
し
た
同

様
の
商
品
開
発
に
も
取
り
組
ん
で
お
り
、今
後
も
さ
ま
ざ

ま
な
商
品
が
控
え
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
に
は
国
際
的
に
合
意
さ
れ
た
、拘
束
力

の
あ
る
基
準
や
情
報
公
開
制
度
、分
類
手
法
が
必
要
で

す
。た
だ
紙
切
れ
を
緑
色
に
塗
っ
た
も
の
を「
グ
リ
ー
ン
ボ

ン
ド
」と
呼
ぶ
よ
う
で
は
ダ
メ
で
、投
資
家
自
身
が
何
に
投

資
し
て
い
る
の
か
明
確
に
理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
い
け
ま

せ
ん
。我
々
金
融
機
関
が
積
極
的
に
、ま
た
究
極
的
に
Ｓ

Ｄ
Ｇｓ
達
成
に
貢
献
す
る
に
は
、こ
う
し
た
分
野
に
お
け

る
国
際
的
な
協
調
体
制
を
さ
ら
に
拡
大
・
改
善
す
る
こ
と

が
極
め
て
重
要
な
の
で
す
。

　

本
日
、長
期
投
資
家
や
開
発
金
融
機
関
が
一
堂
に
会

し
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
強
み
を
一
段
と
強
め
、変
化

す
る
環
境
の
中
で
進
化
を
続
け
て
い
る
こ
と
を
大
変
嬉

し
く
思
い
ま
す
。

　

Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
は
20
年
前
、世
界
金
融
危
機
の
真
っ
只
中
に

設
立
さ
れ
ま
し
た
。当
時
、世
界
中
で
金
融
規
制
が
著
し

く
強
化
さ
れ
、長
期
金
融
に
必
要
な
商
業
銀
行
の
機
能
と

行
動
意
欲
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
し
た
。し
か
し

今
、そ
う
し
た
環
境
が
確
実
に
変
化
し
て
い
る
中
で
、我
々

も
焦
点
を
当
て
る
べ
き
課
題
に
優
先
順
位
を
つ
け
て
対
応

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
私
が
申
し
上
げ
る
諸
課
題
は
目
新
し
い
も

の
で
は
な
く
、周
知
の
も
の
で
す
。新
し
い
点
は
、こ
の
諸

課
題
に
対
応
す
る
我
々
の
決
意
の
強
さ
で
あ
り
、持
続
可

能
な
イ
ン
フ
ラ
に
向
け
た
金
融
に
は
、そ
の
決
意
が
重
要

と
な
り
ま
す
。持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
に
投
資
す
る
こ
と

が
、将
来
的
な
経
済
成
長
の
カ
ギ
と
な
る
か
ら
で
す
。イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
や
ス
キ
ル
と
共
に
、今
日
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
量

と
質
が
、こ
の
先
数
十
年
の
経
済
成
長
率
を
決
定
す
る
の

で
す
。ま
た
、今
日
行
わ
れ
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
が
、パ
リ
協

定
に
則
し
た
低
炭
素
で
気
候
変
動
に
強
い
経
済
へ
の
移
行

を
導
く
の
で
す
。

　

今
回
の
Ｇ
20
議
長
国
で
あ
る
日
本
が
、イ
ン
フ
ラ
の
質

を
強
調
し
て
い
る
こ
と
を
歓
迎
し
ま
す
。イ
ン
フ
ラ
は
、完

成
か
ら
そ
の
後
の
運
営
、ま
た
修
繕
・
修
理
を
含
め
た
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
ま
で
、そ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
て
問
題
な

く
継
続
的
に
稼
働
し
続
け
る
こ
と
が
必
要
で
す
。世
界
は

必
ず
し
も
う
ま
く
対
応
で
き
て
い
る
と
は
言
え
ず
、取
り

組
む
べ
き
こ
と
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
市
場
が
抱
え
る
課
題
に
対
し
て
は
、少
な
く

と
も
４
つ
の
変
革
が
必
要
で
す
。第
１
に
、持
続
可
能
な

イ
ン
フ
ラ
へ
の
投
資
拡
大
で
す
。イ
ン
フ
ラ
投
資
の
必
要

額
は
年
間
数
兆
ド
ル
と
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
主
に
エ

ネ
ル
ギ
ー
や
道
路
セ
ク
タ
ー
で
す
が
、鉄
道
、水
、廃
棄
物

処
理
、最
新
の
デ
ジ
タ
ル
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
分
野
へ
の
投
資

も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

世
界
経
済
が
約
３・５
％
と
い
う
現
在
の
成
長
率
で
推

移
し
た
場
合
、２
０
５
０
年
の
世
界
経
済
の
規
模
は
現
在

の
３
倍
に
、さ
ら
に
今
か
ら
50
年
後
に
は
５・５
倍
に
達
し

ま
す
。仮
に
成
長
率
が
多
少
下
振
れ
し
た
と
し
て
も
、世

界
経
済
は
大
幅
に
拡
大
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。ま
た
、

開 会 挨 拶 Ⅱ

持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
開
発
に
向
け

Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
は
強
い
決
意
で
臨
む

イ
ン
フ
ラ
市
場
に
求
め
ら
れ
る

４
つ
の
変
革

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
達
成
に
向
け

国
際
協
調
体
制
の
拡
大
・
改
善
を
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他
の
先
進
国
と
同
様
、日
本
に
お
い
て

も
、こ
れ
ま
で
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

資
金
を
提
供
し
て
き
た
銀
行
だ
け
で
な

く
、年
金
基
金
や
保
険
会
社
な
ど
の
機

関
投
資
家
も
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
投
資
の
機

会
を
模
索
し
て
い
ま
す
。た
だ
、国
内
の

投
資
家
は
潤
沢
な
運
用
資
金
を
有
し
つ

つ
も
、投
資
に
適
切
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
見

つ
け
る
の
が
困
難
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

ま
た
、一
般
的
に
リ
ス
ク
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
て
い
る
分
野
に
資
金
供
給
し
よ
う

と
考
え
る
投
資
家
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

イ
ン
フ
ラ
金
融
業
界
に
お
け
る
経
験
豊

富
な
仲
介
役
を
果
た
せ
る
主
体
が
不
在

で
あ
る
こ
と
で
、そ
の
た
め
に
投
資
家
は

十
分
な
情
報
に
基
づ
い
た
投
資
が
で
き
な

い
か
ら
で
す
。

　

し
た
が
っ
て
、Ｄ
20
が
継
続
的
に
議
論

し
て
い
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
関
す
る
ベ
ス

ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
含
む
情
報
を
集
め
た

良
質
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
構
築
は
、投
資

家
が
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
関
す
る
デ
ー
タ
に

基
づ
く
的
確
な
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
配
分
の

判
断
材
料
と
し
て
大
変
効
果
的
だ
と
考

え
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、資
金
の
流
れ
に

好
循
環
を
生
み
出
し
、民
間
イ
ン
フ
ラ
投

資
を
促
進
す
る
こ
と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

　

で
は
、こ
の
よ
う
な
資
金
の
好
循
環
を

作
る
た
め
に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
今
、行
っ
て
い
る
多

様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　

一
つ
は
、政
府
資
金
に
裏
付
け
さ
れ
た

「
特
定
投
資
」で
す
。株
式
や
準
株
式
へ

の
投
資
と
い
っ
た
、よ
り
深
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
リ
ス
ク
を
当
行
が
引
き
受
け
る
こ
と

で
、機
関
投
資
家
の
投
資
を
引
き
出
す

触
媒
機
能
を
発
揮
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

そ
の
結
果
、２
０
１
８
年
９
月
現
在
、

合
計
３
０
６
０
億
円
、27
億
ド
ル
が
73
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
投
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。そ

の
具
体
例
を
ご
説
明
し
ま
す
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
の
た

め
の
重
要
な
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、Ｆ
Ｃ
Ｖ

（
燃
料
電
池
自
動
車
）水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
建
設
を
支
援
し
ま
し
た
。Ｆ
Ｃ
Ｖ
は

２
０
０
０
年
代
初
頭
に
初
め
て
導
入
さ
れ

ま
し
た
が
、全
国
的
な
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
大
幅
な
不
足
も
あ
り
、ま
だ
主
流
に

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。そ
こ
で
２
０
１
７
年

12
月
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
自
動
車
メ
ー
カ
ー
、イ
ン

フ
ラ
事
業
者
、金
融
機
関
と
連
携
し
、世

界
初
の
Ｆ
Ｃ
Ｖ
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
建
設

を
目
的
と
し
た
新
た
な
事
業
体
で
あ
る

「Japan H
2 M

obility

」の
立
ち
上

げ
に
携
わ
り
ま
し
た
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
そ
の
中

立
性
を
活
用
し
、民
間
資
金
を
呼
び
込

む
と
と
も
に
、様
々
な
利
害
を
有
す
る
関

係
者
の
調
整
役
も
果
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、当
行
は
過
去
10
年
に
わ
た
り
、

海
外
案
件
に
も
注
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。そ
の
一
例
が
欧
州
の
鉄
道
コ
ン
セ
ッ

シ
ョ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、South E

urope 
A

tlantic H
igh Speed R

ailw
ay

へ

の
投
資
で
す
。
当
行
は
世
界
的
な
投
資

家
と
連
携
し
、株
主
と
し
て
参
画
し
ま
し

た
。こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
膨
大
な
資
金

調
達
が
必
要
で
し
た
が
、広
範
に
わ
た
る

投
資
家
を
集
め
る
こ
と
に
成
功
し
ま
し

た
。ま
た
民
間
投
資
家
主
導
で
Ｅ
Ｓ
Ｇ
の

観
点
で
も
周
辺
環
境
等
に
高
度
に
配
慮

し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
も
あ
り
、更
に
は
多

く
の
雇
用
も
創
出
し
ま
し
た
。

　

日
本
に
お
い
て
は
民
間
資
金
の
動
員

を
効
率
的
に
加
速
さ
せ
る
方
法
と
し
て
、

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
が
注
目
さ
れ
て
い
ま

す
。し
か
し
、採
用
事
例
は
ま
だ
多
く
な

く
、空
港
な
ど
の
分
野
に
限
定
さ
れ
て
い

ま
す
。我
々
は
、こ
の
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
参
加
を
通
じ
て
様
々
な
知
識
を
得
る

こ
と
が
で
き
、今
後
の
国
内
事
業
に
も
活

用
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
そ
の
創
設
以
来
、イ
ン
フ
ラ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
常
に
中
核
事
業
の
一
つ

と
し
て
位
置
付
け
て
い
ま
す
。私
た
ち
は

日
本
で
初
め
て
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
参
加
し
た
機
関

の
一
つ
で
あ
り
、イ
ン
フ
ラ
開
発
に
ス
ト
ラ

ク
チ
ャ
ー
ド
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
を
導
入
し
て

き
ま
し
た
。ま
た
、経
済
価
値
だ
け
で
な

く
社
会
価
値
も
創
造
す
る
と
い
う
当
行

の
使
命
に
基
づ
き
、民
間
資
本
の
動
員
と

新
し
い
金
融
市
場
の
創
出
に
寄
与
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
こ
の
機
能
を
発
揮
し
、組
織
の

独
自
性
と
先
進
的
な
金
融
技
術
を
活
用

し
て
、イ
ン
フ
ラ
へ
の
民
間
参
加
を
更
に

促
進
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

２
０
１
８
年
12
月
１
日
に
、Ｇ
20
ブ
エ

ノ
ス
ア
イ
レ
ス
に
お
い
て
、各
国
首
脳
に

よ
り
持
続
可
能
な
成
長
に
向
け
た
社
会

的
、経
済
的
課
題
に
関
す
る
共
同
宣
言

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。中
で
も
イ
ン
フ
ラ

開
発
は
、共
同
宣
言
の
中
で
重
要
な
問
題

の
１
つ
と
し
て
言
及
さ
れ
ま
し
た
。す
な

わ
ち「
イ
ン
フ
ラ
は
経
済
的
繁
栄
、持
続

可
能
な
開
発
、そ
し
て
包
括
的
な
成
長
に

向
け
た
牽
引
の
鍵
で
あ
り
、そ
の
開
発
に

あ
た
っ
て
発
生
し
て
い
る
恒
常
的
な
資
金

ギ
ャ
ッ
プ
を
解
決
す
る
た
め
、イ
ン
フ
ラ
投

資
に
よ
り
多
く
の
民
間
資
本
を
導
入
す

る
取
り
組
み
を
促
進
し
ま
す
」と
述
べ
て

い
ま
す
。

　

Ｇ
20
首
脳
が
提
唱
し
た
よ
う
に
、イ
ン

フ
ラ
開
発
は
持
続
可
能
な
成
長
の
た
め

に
不
可
欠
な
要
素
で
す
。し
か
し
、そ
の

よ
う
な
開
発
に
資
金
を
供
給
す
る
こ
と

は
多
く
の
関
係
者
に
と
っ
て
複
雑
な
問
題

を
孕
み
ま
す
。

　

世
界
の
著
名
な
シ
ン
ク
タ
ン
ク
や
国
際

団
体
の
調
査
に
よ
れ
ば
、イ
ン
フ
ラ
投
資

需
要
は
年
間
数
兆
ド
ル
に
上
る
一
方
、実

際
の
投
資
額
は
こ
れ
に
満
た
ず
、毎
年
数

百
億
ド
ル
か
ら
１
兆
ド
ル
に
上
る
規
模
で

不
足
が
生
じ
て
い
る
と
す
る
報
告
が
あ

り
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
分
か
る
こ
と
は
、実
際
の
支
出

は
持
続
可
能
な
成
長
に
必
要
な
量
を
下

回
る
と
い
う
こ
と
。そ
し
て
、国
や
地
方
自

治
体
の
財
政
制
約
を
考
え
る
と
、イ
ン
フ
ラ

フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の
大
幅
な
不
足
を
補
う
た

め
に
は
、あ
ら
ゆ
る
種
類
の
民
間
資
金
の

動
員
が
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
に
対
処
す
る
た
め
、世
界

中
で
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
な
さ
れ

て
き
ま
し
た
。英
国
が
道
路
、空
港
な
ど

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
民
間
資
本
を
動
員
す

る
た
め
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
の
手
法
を
使
用
し
始
め

た
の
は
１
９
９
０
年
代
で
あ
り
、そ
の
後

２
０
０
０
年
代
以
降
、病
院
や
学
校
な
ど

を
含
む
多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
資
金
調

達
も
、こ
の
ス
キ
ー
ム
の
下
で
行
わ
れ
ま

し
た
。ま
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
は
、国
と

州
政
府
の
双
方
が
早
く
か
ら
多
く
の
分

野
で
Ｐ
Ｐ
Ｐ
を
強
力
に
推
進
し
て
き
た

事
例
で
す
。

　

イ
ン
フ
ラ
投
資
か
ら
の
リ
タ
ー
ン
は
長

期
的
に
安
定
し
て
お
り
、年
金
給
付
と

親
和
性
が
あ
り
ま
す
。カ
ナ
ダ
の
年
金

基
金
は
イ
ン
フ
ラ
投
資
の
世
界
最
大
の
投

資
家
で
す
。近
年
は
欧
州
や
韓
国
を
含

む
他
の
ア
ジ
ア
各
国
の
年
金
基
金
も
イ
ン

フ
ラ
を
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ
投
資
戦
略
に
加

え
て
い
ま
す
。こ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、民

間
資
金
の
動
員
は
進
ん
で
い
る
と
言
え

ま
す
が
、持
続
可
能
な
成
長
に
は
、よ
り

多
く
の
民
間
セ
ク
タ
ー
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

が
必
要
で
す
。

　

さ
ら
に
、岡
本
次
官
が
強
調
さ
れ
た
よ

う
に
、質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
開
発
が
世
界

中
で
注
目
さ
れ
て
い
て
、イ
ン
フ
ラ
の
量
的

不
足
に
加
え
、質
や
資
金
面
で
の
不
足
が

議
論
の
的
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
い
て
、多
額

の
開
発
費
や
高
額
の
利
用
料
の
一
方
で
、

投
資
家
へ
の
リ
タ
ー
ン
が
過
度
に
な
っ
て
い

る
と
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。イ
ン
フ
ラ
開

発
に
係
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
や
イ
ン
フ
ラ

の
利
用
者
と
の
対
話
が
不
十
分
で
あ
る

こ
と
に
よ
り
、た
と
え
先
進
国
で
あ
っ
て

も
、地
域
の
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
り
、

規
制
変
更
リ
ス
ク
に
直
面
し
た
り
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
。こ
の
観
点
で
、「
長
期

投
資
を
実
施
す
る
金
融
機
関
は
、質
の
高

い
イ
ン
フ
ラ
需
要
の
開
発
と
フ
ァ
イ
ナ
ン

ス
に
あ
た
っ
て
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
対

し
て
具
体
的
に
関
与
し
て
い
く
」と
す
る

今
回
の
Ｄ
20
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
に
完
全
に

賛
同
す
る
も
の
で
す
。

世
界
の
イ
ン
フ
ラ
需
要
と

資
金
調
達
の
ギ
ャ
ッ
プ

機
関
投
資
家
の
イ
ン
フ
ラ
投
資
を

促
進
す
る
た
め
に

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
開
発
の

実
現
へ
向
け
て

持続可能なインフラ開発に向けた
民間資本の動員と
ＤＢＪの金融市場創造支援機能

株式会社日本政策投資銀行　代表取締役会長　木下 康司

民
間
資
金
導
入
ス
キ
ー
ム

と
し
て
の
特
定
投
資
業
務

基 調 講 演

Ｄ
Ｂ
Ｊ
独
自
の
機
能
を
活
か
し

イ
ン
フ
ラ
へ
の
民
間
参
加
を
促
す

コ
ン
セ
ッ
シ
ョ
ン
方
式
へ
の
参
画
と

国
内
事
業
へ
の
活
用

※当該文章は、英語のスピーチをもとに邦訳・構成しています。
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多数国間投資保証機関（MIGA）
長官 CEO

本田 桂子氏

に
も
共
有
頂
け
る
の
で
あ
れ
ば
、そ
れ
を

前
提
と
し
て
こ
の
議
論
を
進
め
た
い
と
思

い
ま
す
。そ
れ
で
は
ま
ず
、自
己
紹
介
か

ら
お
願
い
し
ま
す
。

本
田　

Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ（
多
数
国
間
投
資
保
証

機
関
）は
世
銀
グ
ル
ー
プ
の
一
機
関
で
、民

間
投
資
家
の
新
興
国
へ
の
対
外
直
接
投

資
促
進
に
向
け
、政
治
リ
ス
ク
か
ら
生
じ

る
損
失
を
保
証
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
５
年
半
の
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
の
保
証
を
基

に
し
た
民
間
投
資
に
よ
り
、４
７
０
０
万

人
が
電
気
を
使
え
、２
１
０
０
万
人
の
患

者
が
診
療
を
受
け
、７
０
０
万
立
方
ト
ン

の
温
暖
化
ガ
ス
が
削
減
さ
れ
、中
小
企
業

が
１
７
０
億
ド
ル
の
融
資
を
受
け
、年
間

38
億
ド
ル
が
民
間
投
資
か
ら
税
金
等
と

し
て
開
発
諸
国
政
府
に
支
払
わ
れ
る
よ

う
な
り
ま
し
た
。

　

国
連
のW

orld
 In

v
estm

en
t

R
eport

（
世
界
投
資
報
告
書
）に
よ
れ
ば
、

２
０
１
７
年
に
は
民
間
が
１・９
５
兆
ド
ル

の
投
資
を
行
い
ま
し
た
が
、う
ち
27
％
が

新
興
国
向
け
で
す
。こ
れ
は
実
に
Ｏ
Ｄ
Ａ

の
３
・３
倍
に
当
た
り
ま
す
。民
間
投
資

が
、大
き
な
役
割
を
果
た
す
時
代
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。

D
éau

M
eridiam

 Infrastructure

は

持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
開
発
を
対
象
と
し

た
投
資
家
で
、15
年
前
に
創
設
さ
れ
ま
し

た
。約
70
億
ド
ル
を
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
と
新

興
国
の
両
方
で
運
用
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、設
立
当
初
か
ら
Ｅ
Ｉ
Ｂ（
欧

州
投
資
銀
行
）の
基
準
に
基
づ
い
た
比
較

的
強
い
Ｅ
Ｓ
Ｇ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
設
定
し
て

い
ま
す
が
、Ｅ
Ｉ
Ｂ
の
基
準
に
加
え
て
他
の

い
く
つ
か
の
要
素
も
考
慮
し
て
、Ｅ
Ｓ
Ｇ
を

実
践
す
る
た
め
の
投
資
戦
略
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

A
nderso

n

私
は
25
年
間
、先
進
国
、

新
興
国
の
両
方
で
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
行
っ

て
き
ま
し
た
。今
は
カ
ナ
ダ
の
生
命
保
険

会
社
で
あ
るM

anulife

で
投
資
ポ
ー
ト

フ
ォ
リ
オ
の
運
用
に
従
事
し
て
い
ま
す
。

当
社
の
グ
ロ
ー
バ
ル
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
は

14
兆
円
。そ
の
う
ち
の
約
４
兆
円
が
イ
ン
フ

ラ
で
あ
り
、プ
ラ
イ
ベ
ー
ト・エ
ク
イ
テ
ィ
を

通
じ
た
直
接
投
資
や
、民
間
や
公
的
な
債

券
へ
の
投
資
と
い
う
形
で
運
用
し
て
い
ま

す
。生
保
商
品
は
50
年
の
保
証
を
行
う
の

で
、超
長
期
の
投
資
期
間
を
有
す
る
資
産

に
は
非
常
に
興
味
を
持
っ
て
い
ま
す
。

B
e

r
g

è
r

e
L

o
n

g
-T

e
r

m
 

In
fra

stru
c

tu
re

 In
v

e
sto

rs 

A
ssociation

（L
T

IIA

）は
50
社
を
超

え
る
イ
ン
フ
ラ
投
資
家
、ア
セ
ッ
ト
オ
ー

ナ
ー
や
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
集
ま
り
で
、同
じ

長
期
投
資
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
持
ち
、共
同
で
民

間
投
資
を
イ
ン
フ
ラ
に
呼
び
込
も
う
と
し

て
い
ま
す
。長
期
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
関
す

る
ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
を
共
有
し
た
り
、

非
上
場
イ
ン
フ
ラ
資
産
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

ベ
ン
チ
マ
ー
ク
に
関
す
る
研
究
を
サ
ポ
ー

黒
木　

本
日
午
前
中
、Ｄ
20
が
ス
テ
ー
ト

メ
ン
ト
を
採
択
し
ま
し
た
。こ
れ
は
、質
の

高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
促
進
に
つ
い
て
の
Ｇ
20

の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
に
関
す
る
も
の
で
、そ
の
中

か
ら
特
に
今
日
の
議
論
に
関
係
す
る
２
点

を
引
用
さ
せ
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

１
点
目
は
、世
界
中
の
政
府
は
必
要
な

イ
ン
フ
ラ
の
大
幅
な
不
足
と
、そ
の
品
質

に
対
す
る
期
待
の
変
化
に
直
面
し
て
い

る
と
い
う
こ
と
。こ
れ
を
解
決
す
る
た
め

に
、長
期
的
な
イ
ン
フ
ラ
の
質
の
向
上
を

目
指
し
て
投
資
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
変
え
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で

す
。こ
の「
質
」に
は
、そ
の
イ
ン
フ
ラ
の
存

続
期
間
を
通
し
て
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
の

提
供
を
持
続
で
き
る
と
い
う
こ
と
と
、技

術
革
新
や
需
要
パ
タ
ー
ン
な
ど
の
変
化
に

対
応
で
き
る
柔
軟
性
を
兼
ね
備
え
て
い

る
と
い
う
２
つ
の
意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

２
点
目
は
、こ
う
し
た
質
の
高
い
投
資

に
は
、リ
ス
ク
の
緩
和
や
自
然
災
害
に
対

す
る
強
靭
性
、雇
用
創
出
、能
力
開
発
、

社
会
・
環
境
へ
の
影
響
へ
の
考
慮
、専
門
知

識
の
移
転
、適
切
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
、透
明
性

な
ど
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

私
は
、こ
の「
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投

資
」へ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
や
こ
れ
を
促
進
し
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
は
、Ｇ
20
諸
国
が
過

去
10
年
間
に
わ
た
っ
て
努
力
し
て
き
た
こ

と
の
延
長
線
上
に
あ
る
も
の
と
理
解
し
て

い
ま
す
。例
え
ば
、低
炭
素
社
会
に
向
け

た
パ
リ
合
意
や
国
連
の
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
な
ど
が

そ
う
し
た
取
り
組
み
に
あ
た
り
ま
す
。

こ
う
し
た
認
識
を
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆
さ
ん

持続可能な長期インフラ開発・投資を
促進する上での民間投資家の役割

パネルディスカッション

議
論
の
前
提
と

パ
ネ
リ
ス
ト
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

Mr.Thierry Déau
Chairman and Chief Executive Officer,

 Meridiam Infrastructure

Mr.John C.S. Anderson
Head of

Corporate Finance & Infrastructure, 
Manulife

Mr.François Bergère
Executive Director,

Long-Term Infrastructure Investors
Association

Panelists

Moderator

株式会社日本政策投資銀行
ストラクチャードファイナンス部担当部長

黒木 重史
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局
に
と
っ
て
参
考
に
な
っ
て
い
る
の
で
す
。

黒
木　

B
erg

ère

さ
ん
の
組
織
に
は
、

数
多
く
の
長
期
投
資
家
、ス
テ
ー
ク
ホ
ル

ダ
ー
も
参
加
し
て
い
ま
す
が
、投
資
家
の

間
に
は
、長
期
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
行
う
上

で
、何
を
す
べ
き
で
、何
を
す
べ
き
で
な
い

と
い
っ
た
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
で
き
つ
つ
あ
る

と
理
解
し
て
良
い
で
し
ょ
う
か
。

B
ergère

そ
の
と
お
り
で
す
。機
関
投

資
家
の
Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
に
つ

い
て
の
認
識
は
高
ま
り
つ
つ
あ
り
、大
き

な
課
題
と
捉
え
ら
れ
て
い
ま
す
。Ｅ
Ｓ
Ｇ

に
コ
ミ
ッ
ト
し
Ｐ
Ｒ
Ｉ（
責
任
投
資
原
則
）

に
則
っ
て
投
資
を
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ

る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、欧
州
の
投
資
家
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
の
が
気
候
変
動
、エ
ネ
ル
ギ
ー

転
換
の
分
野
で
す
。
こ
の
分
野
に
は
、

２
兆
ド
ル
以
上
の
長
期
イ
ン
フ
ラ
投
資
の

可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

多
く
の
投
資
家
は
保
険
会
社
と
連
携

し
て
お
り
、気
候
変
動
は
将
来
の
問
題

で
は
な
く
、今
、顕
在
化
し
て
い
る
問
題

で
あ
り
、既
に
損
害
保
険
金
を
支
払
う

よ
う
な
事
例
に
も
直
面
し
て
い
ま
す
。で

す
か
ら
、こ
う
し
た
課
題
に
つ
い
て
認
識

を
深
め
る
と
と
も
に
、機
関
投
資
家
と
し

て
、こ
の
課
題
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な
価

値
を
提
供
で
き
る
の
か
、ど
の
よ
う
な
貢

献
が
で
き
る
の
か
と
い
う
視
点
を
持
ち
、

絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
と
捉
え
て
い
ま
す
。で
す

か
ら
、こ
の
領
域
で
さ
ら
に
参
加
の
度
合

い
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
に
な
る
と

思
い
ま
す
。

黒
木　

D
éau

さ
ん
の
フ
ァ
ン
ド
も
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
に
対
し
て
非
常
に
高
い
関
心
を
お
持

ち
で
す
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
17
の
ゴ
ー
ル
の
う

ち
、イ
ン
フ
ラ
投
資
に
お
い
て
特
に
重
要

だ
と
考
え
る
ゴ
ー
ル
は
何
で
し
ょ
う
か
。

D
éau

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
や
Ｅ
Ｓ
Ｇ
、

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
へ
の
寄
与
に
つ
い
て
考
え
る
場

合
、こ
れ
ら
に
つ
い
て
成
功
を
収
め
た
い
と

思
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、投
資
戦
略
、投

資
検
討
プ
ロ
セ
ス
、そ
し
て
投
資
後
の
リ

ス
ク
評
価
プ
ロ
セ
ス
の
一
部
と
し
て
、Ｅ
Ｓ

Ｇ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
観
点
を
取
り
入
れ
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。３
つ
の
プ
ロ
セ
ス
を
通

じ
て
Ｅ
Ｓ
Ｇ
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
取
り
入
れ
な

い
限
り
、長
期
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
お
い
て

成
功
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
不
可
能
に
近

い
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
、我
々
が
新
興
国
に
投
資
す
る

に
当
た
り
、当
初
採
用
し
て
い
た
Ｅ
Ｉ
Ｂ

や
Ｉ
Ｆ
Ｃ（
国
際
金
融
公
社
）の
基
準
は
、

そ
れ
の
み
で
は
十
分
で
は
な
く
、開
発
効

果
を
真
に
検
証
す
る
た
め
に
は
、プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
た
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
と
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
さ
ま
ざ
ま

な
段
階
に
応
じ
た
投
資
家
自
身
に
よ
る

積
極
的
な
関
与
が
重
要
で
す
。

　

投
資
家
に
と
っ
て
重
要
な
の
は
、そ
う

し
た
基
準
を
単
に
投
資
検
討
に
あ
た
っ
て

の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
項
目
と
し
て
捉
え
る
の

で
は
な
く
、そ
う
い
っ
た
各
項
目
を
投
資

ポ
リ
シ
ー
と
し
て
自
己
の
投
資
手
法
や
リ

ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
な
ど
に
取
り
込
む
こ

と
で
す
。

　

１
年
半
前
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観
点
を

我
々
の
サ
ス
テ
ナ

ビ
リ
テ
ィ
方
針
に

追
加
し
た
際
、長

期
投
資
家
と
し
て

何
に
貢
献
で
き
る
か
戦
略
的
に
検
討
す

る
の
に
か
な
り
の
時
間
を
費
や
し
ま
し

た
。も
ち
ろ
ん
、前
述
し
た
３
分
野
に
つ
い

て
の
取
り
組
み
は
進
め
て
き
て
い
ま
し
た

が
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の
17
項
目
の
す
べ
て
に
対
応

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、当
社
と
し

て
真
に
貢
献
で
き
る
コ
ア
な
６
分
野
を
選

定
し
ま
し
た
。

例
え
ば
、Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標
の
９
番
が

地
域
開
発
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
促
進
、８
番

が
経
済
開
発
と
良
質
な
労
働
機
会
、７
番

が
ク
リ
ー
ン
で
経
済
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
な

訳
で
す
が
、特
に
こ
れ
ら
３
分
野
に
関
し

て
、当
社
の
投
資
は
１
０
０
％
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を

反
映
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。そ
の
ほ
か

に
13
番
の
気
候
変
動
ア
ク
シ
ョ
ン
、11
番

の
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
シ
テ
ィ
と
17
番
の
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
な
ど
の
項
目
も
重
要
な

ゴ
ー
ル
と
し
て
選
定
し
て
い
ま
す
。

黒
木　

課
題
が
明
ら
か
に
な
っ
た
の
で
、次

の
テ
ー
マ
に
移
り
ま
し
ょ
う
。ど
う
い
っ
た

形
で
こ
の
質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
進
め

て
い
く
の
か
。Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
と
新
興
国
に

分
け
て
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

A
nderson

さ
ん
か
ら
お
聞
き
し
ま

す
。Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
で
は
イ
ン
フ
ラ
ア
セ
ッ

ト
し
た
り
、長
期
イ
ン
フ
ラ
投
資
に
Ｅ
Ｓ

Ｇ
の
側
面
に
取
り
込
む
た
め
の
取
り
組

み
を
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、イ
ン
フ
ラ
の
投
資
家
同
士
で
相

互
に
連
絡
を
取
り
合
い
、業
界
の
声
と
し

て
、私
た
ち
の
意
見
を
公
的
セ
ク
タ
ー
、

政
策
決
定
者
や
規
制
当
局
、各
国
の
政

府
機
関
や
国
際
機
関
に
対
し
て
伝
え
て

い
ま
す
。

黒
木　

ま
ず
、最
初
に
皆
さ
ん
に
お
聞
き

し
た
い
の
は
、投
資
家
の
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
が
、

今
、一
番
高
い
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
で
解
決

す
べ
き
問
題
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
促
進
す

る
取
り
組
み
は
、投
資
に
明
確
な
目
的
・

ゴ
ー
ル
を
設
定
す
る
と
い
う
意
味
で
、

我
々
投
資
家
に
は
と
て
も
有
用
だ
と
思

い
ま
す
。そ
う
し
た
取
り
組
み
は
、イ
ン

フ
ラ
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
を
通
じ
た
経
済

効
率
性
、社
会
的・環
境
的
持
続
可
能
性
、

災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
、地
域
に
お
け
る
雇
用

創
出
、技
術
移
転
と
い
っ
た
形
で
投
資
の

果
た
す
べ
き
目
的
を
明
確
に
し
ま
す
。

　

し
か
し
、こ
れ
ら
を
す
べ
て
一
度
に
実

践
す
る
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

国
や
地
域
に
は
発
展
段
階
の
違
い
と
い
っ

た
異
な
っ
た
背
景
が
あ
り
、１
つ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
で
す
べ
て
の
目
的
を
達
成
す
る

こ
と
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

本
田
さ
ん
は
、多
く
の
政
府
と
関
わ
っ

て
お
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、そ
の
経
験
か

ら
今
、何
が
一
番
の
問
題
で
あ
り
、そ
れ

に
対
し
て
ど
う
対
応
し
て
い
る
の
か
教
え

て
頂
け
ま
す
か
。

本
田　

今
も
な
お
12
億
人
の
家
に
は
電

気
が
通
じ
て
お
ら
ず
、７
・８
億
人
は
清

潔
な
水
を
確
保
で
き
て
い
ま
せ
ん
。な
に

が
問
題
な
の
で
し
ょ
う
か
。世
の
中
に
資

金
は
あ
る
の
で
す
。し
か
し
、新
興
国
の

ニ
ー
ズ
を
投
資
可
能
な
形
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
仕
立
て
る
こ
と
が
で
き
な
い
こ
と
が

根
源
的
な
課
題
で
す
。

　

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
は
既
に
あ
り
ま

す
。民
間
企
業
が
投
資
す
る
際
に
は
、コ

ス
ト
を
リ
カ
バ
ー
す
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。と
こ
ろ
が
、多
く
の
新
興
国
政
府
で

は
、自
国
民
に
水
や
電
気
の
供
給
コ
ス
ト

を
負
担
し
て
も
ら
っ
て
い
ま
せ
ん
。政
府

が
補
助
を
全
国
民
・
全
企
業
に
出
し
て
い

る
の
で
す
。

　

政
府
が
、電
力
・
水
道
の
コ
ス
ト
を
最

終
受
益
者
に
負

担
し
て
も
ら
う
の

が
、ベ
ス
ト
で
す
。

そ
れ
が
短
期
的
に

で
き
な
い
場
合
に

は
、一
時
的
に
政

府
が
差
額
を
負
担
す
る
こ
と
も
考
え
ら

れ
ま
す
。し
か
し
、政
府
は
超
長
期
的
に

す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
料
金
と
コ
ス
ト

の
差
額
を
負
担
し
続
け
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。

　

次
に
政
府
は
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
仕
分
け

し
て
、ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
国
が
主
体
と

し
て
や
る
の
か
、ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一
部

補
助
を
だ
す
の
か
、ま
た
、ど
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
は
民
間
投
資
家
を
使
っ
て
行
う
か
を
決

め
、そ
れ
を
明
ら
か
に
し
て
、投
資
家
を
広

く
募
る
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

民
間
投
資
家
活
用
に
向
く
の
は
、最

終
受
益
者
が
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
、料
金
を

払
い
た
い
と
い
う
事
業
で
す
。例
え
ば
携

帯
電
話
事
業
が
そ
の
よ
い
例
で
す
。新
興

国
の
人
た
ち
も
携
帯
電
話
料
金
は
し
っ

か
り
払
い
ま
す
。国
際
開
発
金
融
機
関

（
Ｍ
Ｄ
Ｂ
ｓ
）と
し
て
は
、こ
う
い
う
ア
ド

バ
イ
ス
を
し
て
い
ま
す
。

黒
木　

A
nderson

さ
ん
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸

国
、特
に
北
米
に
投
資
し
て
い
ま
す
が
、

例
え
ば
米
国
を
例
に
取
っ
て
み
て
も
州
毎

に
事
情
は
違
う
で
し
ょ
う
か
ら
、そ
の
経

験
を
共
有
し
て
頂
け
ま
す
か
。

A
n

d
e

rso
n

私
た
ち
の
ポ
ー
ト
フ
ォ

リ
オ
の
中
で
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
に
対
す

る
投
資
が
圧
倒
的
に
多
く
、特
に
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー（
再
エ
ネ
）が
非
常
に

大
き
な
チ
ャ
ン
ス
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

北
米
に
関
し
て
も
、石
炭
か
ら
天
然
ガ

ス
、風
力
や
太
陽

光
へ
の
転
換
が

あ
っ
た
の
で
、
過

去
10
年
ぐ
ら
い
は

再
エ
ネ
が
中
心
で

し
た
。
同
時
に
、

成
長
著
し
い
都
市
や
モ
ビ
リ
テ
ィ
が
必

要
な
都
市
、都
市
鉄
道
な
ど
の
分
野
に

も
投
資
し
て
い
ま
す
。加
え
て
、今
は
自

然
災
害
な
ど
に
対
す
る
イ
ン
フ
ラ
資
産

の
強
靭
性（
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
）の
課
題
に
も

直
面
し
て
い
ま
す
。50
州
の
う
ち
35
州
に

は
、よ
り
大
き
な
気
候
変
動
に
対
応
で

き
る
よ
う
な
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
を
高
め
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

北
米
事
業
の
特
徴
の
１
つ
と
し
て
、州

政
府
レ
ベ
ル
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
投
資
機
会

が
多
い
一
方
で
参
加
者
数
が
限
ら
れ
る

た
め
、我
々
と
し
て
も
特
定
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
対
し
て
よ
り
焦
点
を
当
て
て
取
り

組
む
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

幸
い
な
こ
と
に
、州
の
当
局
や
委
員
会

は
横
の
風
通
し
が
非
常
に
良
く
、州
当
局

同
士
で
の
情
報
共
有
を
非
常
に
う
ま
く

や
っ
て
く
れ
ま
す
。例
え
ば
、オ
ン
タ
リ
オ

の
イ
ン
フ
ラ
は
、多
く
の
外
国
の
政
策
決

定
者
の
参
考
と
な
っ
て
い
て
、ベ
ス
ト
プ
ラ

ク
テ
ィ
ス
に
な
っ
て
い
ま
す
。す
な
わ
ち
、

輸
送
や
ヘ
ル
ス
ケ
ア
な
ど
多
様
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
予
算
も
時
間
も
超
過
せ
ず
に
成

功
さ
せ
て
い
る
の
で
、さ
ま
ざ
ま
な
国
の
当

投
資
家
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

今
、解
く
べ
き
課
題
と
は

テ
ー
マ
１

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
を

ど
う
進
め
る
か

テ
ー
マ
２
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こ
と
で
民
間
資
金
の
呼
び
込
み
に
成
功

し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
政
府
の
優
先
分
野
の
明
確

化
に
よ
り
、リ
ソ
ー
ス
投
入
に
つ
い
て
も

優
先
順
位
が
明
確
に
な
り
、た
と
え
ば

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
能
力
開
発
、水

道
整
備
な
ど
基
幹
イ
ン
フ
ラ
を
優
先
分

野
に
掲
げ
る
こ
と
で
、投
資
家
も
目
的
が

分
か
り
易
く
投
資
し
や
す
く
な
り
ま
し

た
。し
た
が
っ
て
、民
間
投
資
が
円
滑
に

実
施
さ
れ
る
た
め
に
必
要
な
エ
コ
シ
ス
テ

ム
と
し
て
、こ
の
２
つ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
が
重
要
な
の
で
す
。

黒
木　

本
田
さ
ん
に
も
同
じ
質
問
を
お

聞
き
し
ま
す
。質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資

を
推
進
す
る
た
め
に
、民
間
投
資
家
が
、

Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
の
よ
う
な
国
際
開
発
金
融
機
関

（
Ｍ
Ｄ
Ｂｓ
）や
政
府
が
ど
の
よ
う
に
協
働

す
べ
き
で
し
ょ
う
か
？
あ
る
い
は
、難
し

い
質
問
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
や

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
を
促
進
す
る
こ
と
は
、

ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
に
と
っ
て
重
要
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
の
認
知
を
高
め
る
こ
と
に

貢
献
し
ま
す
の
で
、

結
果
的
に
、政
治

的
な
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
こ
と
に
役

立
っ
て
い
る
と
言
え

る
で
し
ょ
う
か
。

本
田　

ま
ず
、新
興
国
に
お
け
る
事
業
機

会
と
課
題
を
見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。新

興
国
は
イ
ン
フ
ラ
の
ギ
ャ
ッ
プ
が
大
で
す
。

12
億
人
が
家
に
ま
だ
電
気
が
な
い
わ
け

で
、事
業
機
会
は
大
き
い
で
す
。し
か
し
、

リ
ス
ク
が
あ
る
。や
は
り
民
間
投
資
家
が
、

イ
ン
フ
ラ
投
資
す
る
に
は
、リ
ス
ク
調
整
後

で
十
分
な
リ
タ
ー
ン
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、民
間
投
資
家
に
は
、リ
ス
ク
が

あ
る
の
は
わ
か
る
が
、ど
う
い
う
リ
ス
ク

な
の
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
と
い
う
声
も
多

い
の
で
す
。私
は「
リ
ス
ク
を
切
り
分
け

て
み
て
く
だ
さ
い
」と
申
し
上
げ
て
い
ま

す
。政
府
が
契
約
を
遵
守
し
て
く
れ
な
い

の
が
問
題
か
、兌
換
が
で
き
な
い
の
が
問

題
か
、は
た
ま
た
、内
乱
で
資
産
が
棄
損

す
る
の
が
問
題
な
の
か
。ど
う
い
う
リ
ス

ク
が
あ
る
の
か
が
は
っ
き
り
す
れ
ば
、Ｄ

Ｂ
Ｊ
や
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
、Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｉ（
日
本
貿
易

保
険
）の
み
な
ら
ず
、Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
も
サ
ポ
ー

ト
が
で
き
ま
す
。リ
ス
ク
に
よ
っ
て
、ど
の

機
関
が
、よ
り
効
果
的
で
効
率
的
に
リ
ス

ク
を
低
減
し
て
く
れ
る
の
か
を
調
べ
て
、

活
用
い
た
だ
け
ま
す
。

　

一
方
、私
た
ち
を
活
用
い
た
だ
く
に

は
、保
険
料
以
外
に
も
負
担
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、そ
の
負
担
は
皆
さ
ん

に
と
っ
て
メ
リ
ッ
ト
に
も
な
る
よ
う
な

も
の
で
す
。Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
や
世
銀
グ
ル
ー

プ
を
活
用
い
た
だ
く
に
は
、
私
共
の

perform
ance standard

（
注
２
）、

環
境
等
の
基
準
を
満
た
し
て
頂
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。こ
れ
を
負
担
に
感
じ
ら
れ

る
投
資
家
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

が
、同
時
に
、こ
れ
ら
の
基
準
に
適
合
し

て
い
る
こ
と
を
以
て
、Ｅ
Ｓ
Ｇ
投
資
、加
え

て
、最
近
の
潮
流
で
あ
る「
イ
ン
パ
ク
ト
投

資（
注
３
）」が
で
き
ま
す
。Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
に
寄

与
で
き
る
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。特

に
、投
資
家
の
間
で
、イ
ン
パ
ク
ト
投
資
は

注
目
を
浴
び
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
の
イ
ン

フ
ラ
投
資
を
イ
ン
パ
ク
ト
投
資
に
し
て
み

ま
せ
ん
か
。イ
ン
フ
ラ
投
資
は
、市
場
も

大
き
く
、リ
タ
ー
ン
を
と
れ
る
案
件
も
か

な
り
あ
り
ま
す
。加
え
て
、世
界
に
対
し

て
貢
献
で
き
る
新
し
い
イ
ン
パ
ク
ト
投
資

と
い
う
領
域
に
、ぜ
ひ
参
加
し
て
頂
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

黒
木　

も
っ
と
色
々
な
お
話
を
お
聞
き

し
た
か
っ
た
の
で
す
が
、時
間
が
来
て
し
ま

い
ま
し
た
。こ
の
辺
で
終
了
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
注
１
）価
格
キ
ャ
ッ
プ
：
公
共
料
金
な
ど
に
関
し
て
、物
価
上

昇
率
を
も
と
に
上
限
を
設
定
し
、そ
れ
以
下
の
値
上

げ
を
原
則
認
め
る
上
限
制
。

（
注
２
）pe

rfo
rm

a
n

c
e

 sta
n

d
a

rd

：
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
が
保
証

を
提
供
す
る
に
あ
た
り
、そ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
環
境
・

社
会
的
リ
ス
ク
を
評
価
・
管
理
す
る
こ
と
を
定
め
た

Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
の
環
境
社
会
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
。

（
注
３
）イ
ン
パ
ク
ト
投
資
：
社
会
的
事
業
を
行
う
企
業
や
フ
ァ

ン
ド
な
ど
へ
投
資
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、社
会
的
成
果

と
経
済
的
リ
タ
ー
ン
の
両
立
を
目
指
す
も
の
。Ｅ
Ｓ
Ｇ

投
資
手
法
の
１
つ
。

ト
を
巡
る
競
争
は
激
化
し
て
い
ま
す
が
、

投
資
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
資
産
は
非
常
に

限
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の
問
題
に
対
し
て
、

民
間
セ
ク
タ
ー
と
公
的
セ
ク
タ
ー
は
、ど

う
い
う
形
で
最
適
な
協
働
を
図
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。

A
nderso

n

質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
に
投

資
を
求
め
て
い
る
資
本
は
数
多
く
あ
り

ま
す
。適
切
な
イ
ン
フ
ラ
投
資
機
会
が
提

供
さ
れ
れ
ば
、資
本
は
そ
こ
に
あ
る
わ
け

で
す
。

　

我
々
は
、連
邦
政
府
や
地
方
政
府
に

対
す
る
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
し
て
の
役
割
も
果
た
し
て
き
ま

し
た
。そ
こ
で
頻
繁
に
上
が
る
テ
ー
マ
の
１

つ
と
し
て
、政
府
に
対
し
て
計
画
を
シ
ン

プ
ル
に
す
る
こ
と
を
伝
え
て
い
ま
す
。そ

し
て
、そ
の
観
点
で
民
間
セ
ク
タ
ー
に
で

き
る
こ
と
は
何
か
と
言
え
ば
、そ
れ
は
大

量
で
長
期
の
安
い
資
金
を
提
供
す
る
こ

と
で
、イ
ン
フ
ラ
整
備
投
資
の
資
金
返
済

負
担
を
軽
減
で
き
る
と
い
う
こ
と
で
す
。

イ
ン
フ
ラ
コ
ス
ト
の
大
部
分
は
資
本
コ
ス

ト
で
あ
り
、整
備
費
の
資
金
調
達
を
安

く
す
る
こ
と
で
イ
ン
フ
ラ
の
ユ
ー
ザ
ー
の

負
担
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

そ
う
し
た
民
間
資
金
を
呼
び
込
む
た

め
に
我
々
が
重
要
視
す
る
の
が
、イ
ン
フ

ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
低
リ
ス
ク
で
シ
ン
プ
ル

で
あ
る
こ
と
。そ
の
た
め
に
我
々
が
政
府

当
局
と
検
討
す
る
の
は
、収
入
源
を
特
定

し
、イ
ン
フ
ラ
の
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
に
対

す
る
支
払
い
を
分
か
り
易
く
簡
易
に
す

る
こ
と
で
す
。輸
送
コ
ス
ト
や
資
源
コ
ス

ト
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
そ
の
他
の
要
素

を
捨
象
し
て
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
収
入
が
確

実
で
安
定
し
て
い
る
構
造
を
整
え
る
こ

と
で
、計
画
全
体
と
し
て
ス
ム
ー
ズ
な
整

備
が
進
み
、政
府
と
し
て
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

整
備
の
遅
れ
や
大
幅
な
コ
ス
ト
超
過
を

回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
た
め
、民
間
セ

ク
タ
ー
も
喜
ん
で
資
金
提
供
で
き
る
と
い

う
わ
け
で
す
。

黒
木　

B
ergère

さ
ん
、Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｉ
Ａ
で

は
、長
期
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
促
進
す
る
た

め
数
々
の
イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
が
、具
体
的
に
お
話
し
く
だ
さ
い
。

B
e

rg
è

re

私
も
、や
は
り
機
関
投
資

家
に
は
十
分
な
資
本
が
あ
る
、特
に
Ｏ
Ｅ

Ｃ
Ｄ
諸
国
に
は
潤
沢
な
資
本
が
あ
る
と

い
う
こ
と
を
強
調
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
で
言
え
ば
、ブ
ラ
ウ
ン

フ
ィ
ー
ル
ド
の
既
存
の
ア
セ
ッ
ト
が
、更

新
・
修
繕
投
資
や
利
用
効
率
の
最
適
化

な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
を
抱
え
て
い

て
、公
的
セ
ク
タ
ー
、特
に
規
制
当
局
が
、

そ
う
し
た
問
題
へ

の
対
応
に
直
面
し

て
い
ま
す
。
だ
か

ら
こ
そ
、我
々
は

そ
う
し
た
当
局

者
と
の
継
続
的
な

対
話
を
持
つ
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
は
、規
制
当
局
者
に
単
に
価

格
キ
ャ
ッ
プ（
注
１
）や
投
資
資
金
の
リ

タ
ー
ン
に
注
目
さ
せ
る
の
で
は
な
く
、正

の
外
部
効
果
を
も
た
ら
す
よ
う
な
仕
組

み
を
作
り
、機
関
投
資
家
に
、そ
の
資
金

力
や
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
専
門
性
を
十
分
に

発
揮
で
き
る
よ
う
な
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を

与
え
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

　

我
々
は
こ
う
い
っ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
通
じ

て
、規
制
当
局
に
対
し
、よ
り
長
期
で
広

範
な
視
野
を
持
た
せ
る
よ
う
に
対
話
を

し
て
お
り
、そ
の
観
点
で
さ
ま
ざ
ま
な
委

員
会
な
ど
に
参
加
し
て
い
ま
す
。民
間
資

本
の
動
員
に
向
け
て
や
る
べ
き
こ
と
は
た

く
さ
ん
あ
り
、そ
の
中
で
我
々
が
提
供
で

き
る
付
加
価
値
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

黒
木　

そ
れ
で
は
新
興
国
の
ほ
う
に
移

り
ま
し
ょ
う
。Déau

さ
ん
、新
興
国
へ
の

イ
ン
フ
ラ
投
資
は
民
間
セ
ク
タ
ー
だ
け
で

は
難
し
い
。な
ぜ
な
ら
、政
情
不
安
や
社

会
全
体
の
不
安
定
性
が
あ
る
か
ら
で
す
。

そ
の
中
で
新
興
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お

い
て
、質
の
高
い
イ
ン
フ
ラ
投
資
を
実
現

す
る
た
め
に
、民
間
セ
ク
タ
ー
と
公
的
セ

ク
タ
ー
は
ど
の
よ
う
に
協
働
で
き
る
の
で

し
ょ
う
か
。

D
éau

新
興
国
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
２

つ
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が
重
要
で
す
。１

つ
は
国
際
開
発
金
融
機
関（
Ｍ
Ｄ
Ｂｓ
）や

各
国
の
開
発
金
融
機
関
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
で
、こ
う
し
た
機
関
の
参
画
を
促

し
、公
的
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
も
活
用
す
る
こ

と
で
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ス
ク
を
軽
減
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

２
つ
目
は
政
府
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
で
す
。
政
府
の
戦
略
と
民
間
投
資
家

の
機
能
を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、さ
ま

ざ
ま
な
観
点
か
ら
成
功
を
収
め
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。そ
の
意
味
で
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
は

大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。現

に
多
く
の
国
々
、特
に
サ
ブ
サ
ハ
ラ
地
域
の

国
々
に
お
い
て
は
、Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
を
実
現
可
能

な
国
家
開
発
投
資
戦
略
に
落
と
し
込
む
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（Investm
ent Plan for E

urope

）」

は
我
々
に
と
っ
て
大
変
よ
い
経
験
で
し

た
。彼
は
、ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
出
身
で
何
十

年
も
同
国
の
首
相
を
務
め
、Ｅ
Ｉ
Ｂ
に
つ

い
て
熟
知
し
て
い
る
人
物
で
す
。

　

我
々
は
よ
り
良
質
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
す
る
莫
大
な
投
資
ニ
ー
ズ
を
有
し
て

い
ま
す
。膨
大
な
資
金
の
流
動
性
が
あ

る
一
方
、世
界
の
金
利
は
と
て
つ
も
な

く
低
い
状
況
で
す
。で
は
な
ぜ
、そ
の
資

金
が
そ
う
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
流
れ
な

い
の
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
こ
に
は
不
安
や
確
実
性
の
不
足
、信

頼
性
の
欠
如
が
あ
り
、そ
れ
ら
が
複
合
的

に
絡
ん
だ
上
に
、一
定
の
リ
ス
ク
回
避
的

な
行
動
が
重
な
り
、優
良
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
あ
っ
た
と
し
て
も
資
金
を
投
入
で
き
て

い
な
い
の
で
す
。そ
こ
で
当
時
、ユ
ン
ケ
ル

委
員
長
と
我
々
は
、公
的
資
金
を
補
助
金

と
し
て
よ
り
多
く
支
出
し
た
ほ
う
が
よ

い
、と
の
結
論
に
達
し
ま
し
た
。

　

こ
の
た
め
欧
州
委
員
会
と
Ｅ
Ｉ
Ｂ
は

「
欧
州
戦
略
投
資
基
金（
Ｅ
Ｆ
Ｓ
Ｉ
）」

を
設
立
し
、こ
の
基
金
の
適
用
に
よ
り
リ

ス
ク
要
素
ゆ
え
に
投
資
不
可
能
と
さ
れ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
し
、一
定
の
保
証

を
提
供
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
は
、こ
の
５
年
ほ
ど
の
間
に
欧

州
で
成
功
し
た
リ
ス
ク
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
の

１
つ
の
事
例
で
あ
り
、現
在
で
は
ほ
と
ん

ど
の
国
際
開
発
金
融
機
関
で
も
採
用
さ

れ
て
い
る
仕
組
み
で
す
が
、各
国
の
開
発

金
融
機
関
に
と
っ
て
も
興
味
深
い
解
決

策
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

–

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
イ
ン
フ
ラ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

へ
の
民
間
資
金
動
員
に
向
け
て
、触
媒

と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
ま
し
た
。

日
本
や
海
外
の
市
場
に
お
い
て
、Ｄ
Ｂ
Ｊ

が
そ
の
役
割
を
よ
り
強
化
し
て
い
く
上

で
、有
効
な
手
段
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

私
の
ス
タ
ッ
フ
に
勧

め
る
こ
と
と
同
じ
こ

と
を
勧
め
た
い
で
す
ね

（
笑
）。
す
な
わ
ち
、

す
べ
て
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
応
す
る
よ

う
な
単
一
の
解
決
策
を
求
め
る
こ
と
を

避
け
る
べ
き
と
い
う
こ
と
で
す
。我
々
は

需
要
あ
っ
て
こ
そ
の
機
関
で
あ
り
、し
た

が
っ
て
差
別
化
し
た
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
こ
そ

が
必
要
な
の
で
す
。さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
し
て
提
供
可
能
な
、多
様
な
商
品

を
持
っ
て
い
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

我
々
は
常
に
行
動
し
、常
に
発
展
し

て
い
ま
す
。
時
と
し
て
、ス
タ
ッ
フ
の
間

で
は「
ボ
ス（
総
裁
）の
考
え
が
ま
た
変

わ
っ
た
」と
の
不
満
が
漏
れ
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。し
か
し
我
々
は
継
続
的
に

変
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
機
関
で
あ

り
、私
が
ス
タ
ッ
フ
に
伝
え
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
は
、変
化
の
ス
ピ
ー
ド
は
永

遠
に
変
わ
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

–

本
日
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
も
先
進
国

と
新
興
国
の
法
規
制
の
違
い
と
そ
の
重

要
性
が
議
論
さ
れ
ま
し
た
。つ
ま
り
、各

機
関
が
向
き
合
う
法
律
体
系
、マ
ン
デ
ー

ト（
使
命
）や
課
題
が
、Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
お
よ
び

Ｄ
20
機
関
の
間
で
、ま
た
先
進
国
、新
興

国
間
で
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
で
す
。Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
お
よ
び
Ｄ
20
機
関
が

価
値
観
と
ゴ
ー
ル
を
共
有
し
、そ
の
ゴ
ー

ル
を
達
成
す
る
た
め
に
カ
ギ
と
な
る
こ

と
は
何
で
し
ょ
う
か
？

　

当
然
な
が
ら
国
や
地
域
に
よ
っ
て
、さ

ら
に
は
ビ
ジ
ネ
ス
サ
イ
ク
ル
や
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
点
に
よ
っ
て
、課
題
や
解
決
策

の
枠
組
み
が
異
な
る
と
い
う
こ
と
を
認

識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、い
く
つ
か
の
共
通
す
る
点
に

も
目
を
向
け
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

Ｌ
Ｔ
Ｉ
Ｃ
や
Ｄ
20
の
活
動
に
は
、世
界
的

な
問
題
に
は
世
界
的
な
解
決
策
が
必
要

で
あ
り
、世
界
的
な
課
題
に
は
世
界
的

な
対
応
が
必
要
で
す
。多
少
異
な
る
法

的
背
景
や
環
境
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、

ま
た
地
域
や
国
々
の
間
で
文
化
的
な
背

景
を
守
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
し
て

も
、力
を
結
集
す
る
た
め
に
は
ど
こ
に
お

い
て
も
適
用
可
能
な
基
準
を
作
ら
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

例
え
ば
、保
健
分
野
へ
の
投
資
に
あ
た

り
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
や
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ

ボ
ン
ド
に
つ
い
て
議
論
す
る
際
、そ
の
投
資

内
容
や
活
動
に
つ
い
て
比
較
可
能
な
状
態

に
持
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。そ

の
た
め
に
は
、ど
こ
に
お
い
て
も
適
用
可

能
な
分
類
法
や
ル
ー
ル
、基
準
が
必
要
と

な
り
ま
す
。我
々
は
協
力
し
て
、そ
う
し

た
ル
ー
ル
作
り
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。さ
も
な
い
と
不
具
合
な
こ
と
が
起

こ
り
始
め
、顧
客
の
信
頼
を
失
う
こ
と
で

し
ょ
う
。我
々
の
顧
客
は
、最
終
的
に
は
そ

れ
ぞ
れ
の
国
の
市
民
な
の
で
す
か
ら
。

–

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

–

イ
ン
フ
ラ
開
発
に
対
す
る
民
間
資

本
の
動
員
体
制
を
育
て
る
た
め
に
、日
本

は
欧
州
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
多
い
と
思
い

ま
す
。欧
州
の
視
点
か
ら
、日
本
に
対
し

て
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
勧
め
ま
す
か
。

　

私
は
、日
本
は
何

を
す
べ
き
か
を
明
確

に
認
識
し
て
お
り
、む

し
ろ
我
々
の
方
が
日

本
か
ら
学
ぶ
べ
き
だ
と
考
え
ま
す
。同

様
に
、も
し
か
す
る
と
我
々
の
経
験
の
中

に
も
日
本
が
学
び
た
い
と
思
う
こ
と
が

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

近
時
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
が
開
発
し
た
新
た
な

Socially Responsible Investm
ent 

B
ond

（
Ｓ
Ｒ
Ｉ
債
）の
枠
組
み
は
、我
々

に
と
っ
て
も
極
め
て
重
要
な
こ
と
だ
と

思
い
ま
す
。な
ぜ
な
ら
、我
々
は
12
年

前
に
初
め
て
グ
リ
ー
ン
ボ
ン
ド
を
市
場

で
発
行
し
た
パ
イ
オ
ニ
ア
で
す
が
、今
、

我
々
は
環
境
分
野
に
と
ど
ま
ら
ず
、Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
全
般
に
つ
い
て
解
決
策
を
示
さ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　

こ
の
文
脈
で
取
り
組
ん
で
い
る
の
は

水
関
連
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
係
る
債
券
で

す
が
、今
後
、教
育
や
医
療
分
野
に
も

展
開
し
、さ
ら
に
拡
大
し
よ
う
と
し
て

い
ま
す
。
大
き
な
課
題
は
、海
や
河
川

の
浄
化
で
す
。特
に
日
本
の
よ
う
な
海

洋
国
家
に
と
っ
て
は
極
め
て
重
要
な
点

で
あ
り
、こ
の
よ
う
に
、多
く
の
活
動
に

お
い
て
互
い
に
協
力
で
き
る
分
野
が
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

–

逆
の
視
点
で
見
た
と
き
、欧
州
の

経
験
の
中
で
、日
本
の
よ
う
に
、イ
ン
フ
ラ

へ
の
民
間
資
金
導
入
を
こ
れ
か
ら
本
格

化
す
る
国
が
繰
り
返
す
べ
き
で
な
い
こ
と

は
何
で
し
ょ
う
か
。　

そ
の
点
に
つ
い
て

も
、我
々
は
ま
だ
解
が

あ
り
ま
せ
ん
。
欧
州

と
日
本
は
、と
も
に

解
決
策
を
見
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
で
す
。た
だ
、そ
の
際
注
意
す
べ
き
は
、

公
的
部
門
で
あ
れ
ば
何
で
も
で
き
る
、

ま
た
は
民
間
部
門
で
あ
れ
ば
何
で
も
で

き
る
と
信
じ
込
ん
で
し
ま
う
リ
ス
ク
を

孕
む
こ
と
で
す
。我
々
が
向
き
合
っ
て
い

る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、両
部
門
を
結
集
す

る
こ
と
が
必
要
で
、そ
れ
が
で
き
て
初
め

て
解
決
策
が
得
ら
れ
、市
場
の
ギ
ャ
ッ
プ

が
埋
め
ら
れ
る
も
の
な
の
で
す
。

　

５
年
前
、現
在
の
欧
州
委
員
会
委

員
長（
ユ
ン
ケ
ル
委
員
長
）の
就
任
後

に
発
表
さ
れ
た
、「
欧
州
投
資
計
画

世界共通のルールに基づく
インフラ開発の実現に向けて
Dr.Werner Hoyer
 Co-President, Long-Term Investors Club and President, European Investment Bank

［聞き手］ 株式会社日本政策投資銀行 企業金融第5部担当部長　原田 文代

Interview

求
め
ら
れ
る

日
欧
、官
民
の
連
携
・
協
力

多
様
な
課
題
に
対
す
る

多
様
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を

違
い
を
乗
り
越
え

価
値
観
と
ゴ
ー
ル
を
共
有
す
る
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DBJとJTBが連携し、
企業のBCP実効性の高度化を支援

　（株）日本政策投資銀行（DBJ）は、防災や事業継続対策への取り組みを行っている先進的企業や、今後取り組みの推進を考え

ている企業に対して、BCM格付融資などの金融技術を活かした支援を行っている。また、そうした支援の強化・拡大に向けて、外部

組織との協業にも積極的に取り組んでいる。日本最大の旅行会社である（株）JTBとの連携もその一例だ。2018年7月、両社は企

業のBCM（事業継続マネジメント）の高度化を支援することを目的とした業務協力協定を締結するとともに、BCP（事業継続計画）

の実効性の高度化支援に関する具体的な業務提携を行った。今後、業態の異なる両社が、社会の災害レジリエンス向上を目指す

という共通の目的のもとに連携し、連携事業を通じて貢献していく方針だ。

　

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
策
定
は
大
企
業
を
中
心
に

進
ん
で
い
る
が
、そ
の
一
方
で
、実
際
に

危
機
事
象
が
顕
在
化
し
た
場
合
に
、計

画
通
り
に
事
業
継
続
が
実
現
で
き
る
の

か
不
安
に
感
じ
て
い
る
企
業
も
少
な
く

な
い
。そ
こ
で
Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
を
高
め

る
べ
く
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
協
業
す

る
取
り
組
み
を
始
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

す
で
に
Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、２
０
０
６
年
に

開
発
し
た「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｍ
格
付
融
資

（
注
）」
を
通
じ
て
、事
業
者
と
投
資

家・金
融
機
関
の
対
話
や
協
調
を
促
し
、

企
業
の
防
災
力
と
事
業
継
続
力
の
両
側

面
に
つ
い
て
、企
業
価
値
へ
の
反
映
を
目

指
す
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。一
方
、

Ｊ
Ｔ
Ｂ
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ
発
動
時
に
首
都
圏
か

ら
関
西
へ
の
拠
点
移
動
を
す
る
企
業
に

対
し
、２
０
１
８
年
４
月
に
開
始
し
た
Ｂ

Ｃ
Ｐ
実
行
支
援
サ
ー
ビ
ス「
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ（
リ
カ
バ
リ
ュ
ー
）」で
、そ
の

実
効
性
を
高
め
る
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
、

企
業
価
値
向
上
に
貢
献
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。業
務
提
携
は
こ
う
し
た
両
社
の

思
惑
が
一
致
し
、実
現
し
た
も
の
だ
。

　

業
務
提
携
に
よ
る
主
な
実
施
事
項
は

２
つ
。１
つ
は
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｍ
格
付
取
得

企
業
等
に
対
す
る
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

の
サ
ー
ビ
ス
の
紹
介
だ
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｍ

格
付
融
資
を
受
け
た
企
業
、ま
た
は
検

討
し
て
い
る
企
業
の
中
で
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
発
動
時

に
本
社
機
能
な
ど
の
拠
点
移
動
を
計
画

し
て
い
る
企
業
に
、Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

サ
ー
ビ
ス
を
紹
介
す
る
。

　

２
つ
目
は
危
機
管
理
セ
ミ
ナ
ー
の
共

同
開
催
だ
。危
機
管
理
分
野
に
お
け
る

最
新
情
報
や
両
社
が
提
供
す
る
サ
ー
ビ

ス
な
ど
を
広
く
紹
介
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
と
し
、共
同
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
す

る
。す
で
に
、第
１
弾
の
危
機
管
理
共

同
セ
ミ
ナ
ー
を
２
０
１
８
年
８
月
に
開

催
し
た
。

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
連
携
を
象
徴
す

る
の
が
、２
０
１
８
年
４
月
に
Ｊ
Ｔ
Ｂ
が

開
始
し
た
Ｂ
Ｃ
Ｐ
実
行
支
援
サ
ー
ビ
ス

「
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
」だ
。平
常
時

に
契
約
締
結
す
る
こ
と
で
、首
都
圏
で

大
規
模
地
震
や
水
害
な
ど
重
篤
な
災

害
が
発
生
し
た
場
合
に
以
下
の
よ
う
な

サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
る（
図
表
）。

①
宿
泊
即
時
手
配
サ
ー
ビ
ス

　

関
西
地
区
の
ホ
テ
ル
客
室
が
ス
ム
ー
ズ

に
確
保
さ
れ
る
。Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
保
有
在
庫

に
加
え
、Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
契
約
ホ

テ
ル
か
ら
優
先
的
に
提
供
さ
れ
る
客
室

を
確
保
す
る
。

②
Ｂ
Ｃ
Ｐ
実
行
支
援
シ
ス
テ
ム

　

首
都
圏
災
害
時
に
契
約
企
業
が
拠

点
移
転
を
決
断
し
た
際
の
連
絡
用
と
し

て
開
発
し
た
独
自
シ
ス
テ
ム「
Ｂ
Ｃ
Ｐ
発

報
シ
ス
テ
ム（
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
発

報
）」が
活
用
で
き
る
。発
報
は
Ｊ
Ｔ
Ｂ

や
契
約
す
る
ホ
テ
ル
、バ
ス
会
社
な
ど
に

も
通
知
さ
れ
、契
約
内
容
に
沿
っ
て
手
配

が
開
始
さ
れ
る
。手
配
結
果
は
同
シ
ス
テ

ム
に
よ
っ
て
契
約
企
業
へ
通
知
さ
れ
る
。

③
訓
練

　

対
策
本
部
メ
ン
バ
ー
の
共
通
認
識

を
深
め
る
た
め
、地
震
を
想
定
し
た
訓

練
を
年
１
回
実
施
す
る
。訓
練
時
は
、

ニ
ュ
ー
ト
ン・コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ（
株
）監

修
の
訓
練
ツ
ー
ル
を
提
供
す
る
。

④
発
報
監
視
危
機
時
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

　

首
都
圏
で
の
重
篤
な
災
害
発
生
時

に
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
大
阪

拠
点
が
契
約
企
業
の
拠
点
移
転
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
す
る
。Ｊ
Ｔ
Ｂ
が
対
応
し
き
れ

な
い
夜
間
な
ど
は
、（
株
）レ
ス
キ
ュ
ー
ナ

DBJとJTBが連携し、
企業のBCP実効性の高度化を支援

Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
実
効
性
を
高
め
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る

「
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
」
で

大
規
模
災
害
に
備
え
る

「RECOVALUE」は、RECOVER（復旧）とVALUE
（価値）を組み合わせた造語で、迅速にリカバリーする
ことで、企業の価値を失うことなく存続させるという思い
が込められている。

「RECOVALUE」は、RECOVER（復旧）とVALUE
（価値）を組み合わせた造語で、迅速にリカバリーする
ことで、企業の価値を失うことなく存続させるという思い
が込められている。

（写真左）

株式会社 JTB
経営戦略本部　BCP実行支援事業
経営戦略担当部長

山下 真裕美氏

「必ず起きる災害への備えは不可欠。そのすべてをカバーするこ

とはできませんが、そのいくつかにRECOVALUEで備えて頂き、

来るべき災害リスクの軽減にお役立ちできればありがたいです」

（写真右）

株式会社 JTB
経営戦略本部　BCP実行支援事業
開発推進担当マネージャー

内藤 司氏

「防災・事業継続は『コストではなく投資である』という考えが広

がり、より実効性のあるBCPが増えていくとよいのではないで

しょうか。RECOVALUEがそのきっかけになればと思います」
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ウ
が
運
営
す
る
Ｒ
Ｉ
Ｃ
24
に
問
い
合
わ

せ
窓
口
を
開
設
す
る
。

　

こ
う
し
た
基
本
サ
ー
ビ
ス
に
加
え
て
、

関
西
へ
の
移
動
手
段
を
希
望
す
る
企
業

に
は
、オ
プ
シ
ョ
ン
契
約
で
貸
切
バ
ス
に
よ

る「
東
京
・
大
阪
間
」の
輸
送
サ
ー
ビ
ス

も
用
意
さ
れ
て
い
る
。な
お
、Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
の
契
約
期
間
は
１
年
で
、毎

年
見
直
し
を
行
う
。

　

金
融
機
関
の
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
旅
行
会
社
の

Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
よ
る
ユ
ニ
ー
ク
な
連
携
、そ
し

て
前
例
の
な
い
Ｂ
Ｃ
Ｐ
実
行
支
援
サ
ー
ビ

ス「
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
」の
開
発
は
、

ど
の
よ
う
な
経
緯
で
実
現
し
た
の
か
。

　
「
そ
も
そ
も
、こ
の
サ
ー
ビ
ス
開
発
の

き
っ
か
け
は
東
日
本
大
震
災
で
し
た
」

と
語
る
の
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
実
行

支
援
事
業
・
経
営
戦
略
担
当
部
長
・
山

下
真
裕
美
氏
。「
震
災
後
、お
取
引
企

業
か
ら『
急
き
ょ
東
京
か
ら
関
西
へ
人

を
移
動
さ
せ
た
い
』と
い
う
依
頼
が
あ
っ

た
の
で
す
が
、な
か
な
か
ス
ム
ー
ズ
に
手

配
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。そ

こ
で
、私
た
ち
の
力
で
ど
こ
ま
で
課
題

解
決
で
き
る
の
か
を
考
え
始
め
た
の

で
す
。た
だ
、新
サ
ー
ビ
ス
で
Ｊ
Ｔ
Ｂ
と

し
て
の
強
み
を
活
か
す
こ
と
は
で
き
て

も
、危
機
管
理
に
つ
い
て
は
知
見
が
な

い
。そ
こ
を
ど
う
補
完
す
る
の
か
が
問

題
と
な
る
中
で
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
の
出
会
い

が
あ
っ
た
の
で
す
」

　

東
日
本
大
震
災
後
、法
人
営
業
の

現
場
で
企
業
の
生
の
声
を
聞
い
て
い
た

同
社
Ｂ
Ｃ
Ｐ
実
行
支
援
事
業
・
開
発
推

進
担
当
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
内
藤
司
氏
も
、

「
頂
い
た
オ
フ
ァ
ー
に
対
し
て
苦
労
し
た

と
い
う
の
が
実
情
で
し
た
。Ｊ
Ｔ
Ｂ
な
ら

何
と
か
し
て
く
れ
る
だ
ろ
う
と
い
う
期

待
に
十
分
応
え
ら
れ
な
か
っ
た
歯
が
ゆ

さ
が
あ
り
ま
し
た
ね
。や
が
て
Ｄ
Ｂ
Ｊ

と
出
会
い
、新
サ
ー
ビ
ス
の
開
発
や
協
業

の
枠
組
み
作
り
を
含
め
て
、非
常
に
大

き
な
力
添
え
を
頂
き
ま
し
た
」と
当
時

を
振
り
返
る
。

　

ニ
ー
ズ
は
確
実
に
あ
る
。な
ら
ば
、何

と
か
そ
の
期
待
に
応
え
た
い

─
そ

ん
な
２
人
の
思
い
が
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
の
出
会

い
、さ
ら
に
は
両
社
の
協
業
へ
と
つ
な
が

る
中
で
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
独
自
の
新
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
た
の
は
２
０
１
８
年
４
月

だ
っ
た
。

　

Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
を
企
業
と
し

て
初
め
て
導
入
し
た
の
は
、日
清
食
品

ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）。Ｊ
Ｔ
Ｂ
に
よ

る
最
初
の
提
案
か
ら
１
年
余
り
後
の

２
０
１
９
年
３
月
の
こ
と
だ
。

　

日
清
食
品
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス（
株
）

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
は
、首
都
圏
で
大
災
害
が

発
生
し
た
際
、八
王
子
に
あ
る
研
究

施
設
へ
拠
点
移
動
し
て
事
業
を
継
続

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。と
こ
ろ
が
、

２
０
１
８
年
９
月
の
北
海
道
胆
振
東
部

地
震
に
よ
る
ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト（
エ
リ
ア

全
域
停
電
）の
よ
う
な
事
態
が
起
き
た

場
合
、第
３
拠
点
で
あ
る
大
阪
本
社
へ

の
拠
点
移
動
を
速
や
か
に
行
う
必
要

が
あ
る
と
判
断
し
、そ
の
具
体
策
を
検

討
し
始
め
た
こ
と
で
一
気
に
導
入
へ
と

進
ん
だ
の
だ
と
い
う
。

　

内
藤
氏
は
、「
同
社
の
場
合
、災
害
発

生
時
に
こ
そ
カ
ッ
プ
ヌ
ー
ド
ル
を
は
じ
め

と
し
た
即
席
麺
製
品
を
安
定
的
に
供

給
し
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

社
会
的
な
責
務
が
あ
り
、そ
の
た
め
に

い
ち
早
く
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
の
導
入

を
決
断
さ
れ
た
わ
け
で
す
」と
語
る
。

そ
の
上
で
、Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
に
対

す
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
の
評
価
に
つ
い
て
、こ

う
分
析
す
る
。

　
「
サ
ー
ビ
ス
開
始
以
降
、訪
問
し
た
お

客
さ
ま
に
は
興
味
を
持
っ
て
頂
け
た
と
思

い
ま
す
。当
然
、Ｂ
Ｃ
Ｐ
の
形
は
多
様
で
、

拠
点
移
動
が
不
要
だ
っ
た
り
、関
西
以
外

へ
の
移
動
を
計
画
さ
れ
て
い
る
企
業
も

あ
る
。そ
れ
で
も
、ほ
ぼ
半
数
の
企
業
は

関
西
エ
リ
ア
で
の
宿
泊
を
必
要
と
し
て
お

り
、今
も
引
き
続
き
検
討
を
し
て
頂
い
て

い
る
段
階
で
す
。Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

は
今
ま
で
に
な
い
サ
ー
ビ
ス
な
の
で
、比

較
検
討
の
材
料
が
な
い
こ
と
が
ハ
ー
ド

ル
と
な
っ
て
い
る
。具
体
的
に
は
コ
ス
ト

面
で
す
ね
。た
だ
、最
近
で
は
Ｂ
Ｃ
Ｐ

を
コ
ス
ト
で
は
な
く
投
資
と
考
え
る
企

業
が
増
え
て
き
て
い
る
と
実
感
し
て
お

り
、次
第
に
コ
ス
ト
感
が
弱
ま
っ
て
く
る

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

で
は
、Ｊ
Ｔ
Ｂ
と
し
て
今
後
の
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ

Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ
の
展
開
に
つ
い
て
、ど
う
考

え
て
い
る
の
か
。山
下
氏
は
言
う
。「
も

と
よ
り
、こ
の
サ
ー
ビ
ス
が
完
成
品
と
は

思
っ
て
い
ま
せ
ん
。移
動
先
は
必
ず
し
も

関
西
と
は
限
ら
な
い
の
で
、な
る
べ
く
早

い
段
階
で
全
国
展
開
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。ま
た
、Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ａ
Ｌ
Ｕ
Ｅ

契
約
中
の
ホ
テ
ル
も
現
在
は
12
施
設
で

す
が
、今
後
、お
客
さ
ま
の
ご
契
約
の
状

況
に
合
わ
せ
て
増
や
し
て
い
き
た
い
。よ

り
良
い
サ
ー
ビ
ス
に
な
る
よ
う
、お
客
さ

ま
の
声
を
聞
い
た
り
、Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
も
対
話

し
な
が
ら
改
善
す
べ
き
は
改
善
し
た
い
。

さ
ら
に
、両
社
相
互
の
営
業
サ
ポ
ー
ト

も
進
め
て
い
き
ま
す
」

　

Ｄ
Ｂ
Ｊ
も
Ｊ
Ｔ
Ｂ
を
始
め
と
す
る
外

部
組
織
と
の
連
携
を
強
化
し
て
い
く
方

針
だ
。「
Ｄ
Ｂ
Ｊ
と
し
て
、防
災・Ｂ
Ｃ
Ｍ・

危
機
管
理
経
営
関
連
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

開
発
・
拡
充
を
進
め
て
い
く
中
で
、銀
行

グ
ル
ー
プ
だ
け
の
取
り
組
み
で
は
限
界

が
あ
る
の
で
、い
ろ
い
ろ
な
外
部
の
プ
ロ

フ
ェッ
シ
ョ
ナ
ル
と
の
連
携
を
強
化
し
て

い
き
た
い
。Ｄ
Ｂ
Ｊ
の
Ｂ
Ｃ
Ｍ
格
付
が
、ハ

ブ
と
な
り
、企
業
防
災
や
Ｂ
Ｃ
Ｍ
に
関

す
る
、必
要
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
な
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
の
構
築
を
目

指
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
」（
サ
ス
テ

ナ
ビ
リ
テ
ィ
企
画
部
）

　

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
経
営
を
掲
げ
る

Ｄ
Ｂ
Ｊ
は
、今
後
も
新
た
な
連
携
を
実

現
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、企
業
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ

実
効
性
の
確
保
、ひ
い
て
は
日
本
社
会
の

災
害
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
向
上
に
貢
献
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

（
注
）Ｄ
Ｂ
Ｊ
Ｂ
Ｃ
Ｍ
格
付
融
資
：
防
災
お
よ
び
事
業
継

続
へ
の
取
り
組
み
が
優
れ
た
企
業
を
評
価
・
選
定
し
、

そ
の
評
価
に
応
じ
て
融
資
条
件
を
設
定
す
る
と
い
う

「
Ｂ
Ｃ
Ｍ
格
付
」の
専
門
手
法
を
導
入
し
た
世
界
で

初
め
て
の
融
資
メ
ニ
ュ
ー
。

ニ
ー
ズ
は
あ
る
。

何
と
か
そ
れ
に
応
え
た
い

コ
ス
ト
で
は
な
く

投
資
と
し
て
の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
を

DBJとJTBが連携し、
企業のBCP実効性の高度化を支援

契約企業

JTB

ニュートン・
コンサルティングホテル・バス会社

・契約締結
・RECOVALUEサービス提供

危機管理情報

システム・
バックアップ業務

業務提携締結（※1）

※1 企業のBCP実効性の高度化支援で
 業務提携を締結
※2 企業個別案件の情報共有は
 いたしません

情報共有（※2）
合同セミナー開催等

宿泊・輸送提供 訓練ツール提供

レスキューナウ

大阪府・大阪市と
連携協定を締結

JTBと大阪府、大阪市では、
大阪でのバックアップ体制構築・強化に資する情報発信や
セミナー開催等で連携することとしています。

DBJ

（図表）RECOVALUEサービス体制図
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—

２
０
１
６
年
の
熊
本
地
震
で
被
災
さ
れ
、ど
の

よ
う
に
復
興
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

私
が
代
表
取
締
役
社
長
を
務
め
る
金
剛（
株
）

は
、図
書
館
や
博
物
館
な
ど
で
採
用
さ
れ
て
い

る
、免
震
装
置
付
き
の
移
動
棚
を
主
軸
と
し
た

金
属
家
具
メ
ー
カ
ー
で
す
。当
社
も
、熊
本
地
震

で
は
本
社
工
場
が
被
災
し
、操
業
で
き
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

我
々
は
、こ
の
未
曾
有
の
危
機
に
直
面
し
て
、

当
社
の
復
興
と
は
何
か
を
問
い
直
し
て
み
ま
し

た
。我
々
が
目
指
す
の
は
地
震
前
の
状
態
に
戻
す

の
で
は
な
く
、未
来
を
見
つ
め
た
新
し
い
企
業
像

を
描
き
、新
し
い
挑
戦
を
す
る「
創
造
的
復
興
」

で
は
な
い
か
。そ
う
考
え
、大
き
な
社
内
改
革
に

着
手
し
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、新
工
場
の
建
設
で
す
。新
工
場
は
ロ

ボ
ッ
ト
の
導
入
で
自
動
化
を
図
り
、Ｉｏ
Ｔ
で
社
会

や
ユ
ー
ザ
ー
と
つ
な
が
る
こ
と
で
幅
広
い
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
る
工
夫
を
し
ま
し
た
。２
０
１
８
年
11
月

か
ら
新
工
場
が
稼
働
し
、製
造
工
程
の
自
動
化

で
生
産
性
を
飛
躍
的
に
伸
ば
す
こ
と
が
可
能
と

な
り
ま
し
た
。ま
た
、中
ロ
ッ
ト
・
小
ロ
ッ
ト
の
多

品
種
製
造
が
可
能
に
な
り
、今
後
は
様
々
な
企

業
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
や
ユ
ー
ザ
ー
の
要
望
に
柔
軟

に
対
応
し
て
い
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
社
員
の
意
識
改
革
で
す
。当
社
は

創
業
か
ら
72
年
間
、安
定
し
て
売
上
利
益
を
出
し

て
き
ま
し
た
。し
か
し
、い
つ
し
か
社
員
の
意
識
が

「
守
り
」に
偏
り
、お
客
様
が
本
当
に
必
要
と
す

る
製
品
や
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
提
供
す
る
意
思
が

薄
れ
、自
社
都
合
で
提
案
す
る
傾
向
が
見
受
け
ら

れ
ま
し
た
。

　

私
は
10
年
前
の
社
長
就
任
時
か
ら
、こ
う
し
た

状
況
を
憂
慮
し
て
い
ま
し
た
。な
ぜ
な
ら
、私
た

ち
の
よ
う
な「
も
の
づ
く
り
産
業
」は
世
界
的
に

大
き
な
転
換
点
を
迎
え
て
お
り
、当
社
の
状
況

に
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
か
ら
で
す
。こ
う
い
う

視
点
が
生
ま
れ
た
の
は
Ｄ
Ｂ
Ｊ
主
催
の
大
手
町

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン・ハ
ブ（
ｉ
Ｈｕ
ｂ
）に
た
び
た
び
参

加
し
て
社
会
的
課
題
と
解
決
法
を
学
び
、異
業
種

の
方
々
と
率
直
な
意
見
交
換
が
で
き
た
の
が
大
き

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。視
野
が
広
が
り
、未
来
に
向

け
て
ど
ん
な
改
革
が
必
要
か
を
深
く
考
え
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。

　

熊
本
地
震
被
災
で
窮
地
に
立
た
さ
れ
ま
し
た

が
、こ
の
危
機
を
変
革
の
機
会
と
と
ら
え
る
こ
と

も
で
き
る
。今
が
新
た
な
挑
戦
を
す
る
タ
イ
ミ
ン

グ
だ
と
大
き
く
戦
略
を
切
り
替
え
、全
社
一
丸

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

—

社
内
改
革
は
難
し
い
課
題
で
す
。ど
の
よ
う

な
改
革
を
進
め
て
い
る
の
で
す
か
。

　

社
員
ひ
と
り
一
人
の
意
識
に
、そ
れ
こ
そ
細
胞

に
ま
で
経
営
理
念
を
刻
み
込
ん
で
い
く
働
き
か

け
を
し
続
け
て
い
ま
す
。

　
「
安
心
と
先
進
で
社
会
文
化
に
貢
献
す
る
」。

こ
れ
が
当
社
の
経
営
理
念
で
す
。

　

当
社
は
熊
本
県
の
中
小
企
業
で
す
が
、技
術

力
と
開
発
力
の
高
さ
で
確
固
と
し
た
実
績
と
信

頼
を
積
み
重
ね
て
き
ま
し
た
。た
と
え
ば
、当
社

の
免
震
移
動
棚
を
導
入
し
て
い
た
東
北
大
学
の

図
書
館
は
東
日
本
大
震
災
で
被
害
が
ほ
と
ん
ど

な
く
、司
法
試
験
直
前
の
学
生
の
方
々
が
そ
こ
で

勉
強
し
て
無
事
受
験
で
き
た
と
い
う
感
謝
の
言

葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国

立
大
学（
Ｎ
Ｕ
Ｓ
）で
も
免
震
移
動
棚
が
採
用
さ

れ
ま
し
た
。東
京
大
学
留
学
時
代
に
こ
の
棚
を

使
っ
て
い
た
Ｎ
Ｕ
Ｓ
の
教
授
が
強
く
推
薦
し
て
く

熊
本
地
震
被
災
を

変
革
の
機
会
に

企
業
理
念
の
浸
透
が
社
員
を
変
え

被
災
後
の
事
業
活
動
を
活
性
化

高
い
免
震・耐
震
技
術
で
安
心
を
提
供

社
会
か
ら
求
め
ら
れ
る
価
値
を
創
出

　金剛（株）（本社・熊本県熊本市）はスチール製家具を中心にオフィス・文化施設関連設備の製造

販売を行う。1947年に熊本県熊本市に創業し1951年に金剛（株）設立。1973年に丸ハンドルを

回して簡単に動かせる移動棚を開発。高い技術力と開発力を評価され、日本各地の図書館、博物館、

病院、オフィスで同社製品が数多く採用されている。1993年に業界初の免震装置付移動棚を発売。

この「免震移動棚Z」は阪神淡路大震災で被害を出さず、1995年に発明大賞発明功労賞受賞。

地震の揺れを感知すると棚板が前にスライドして収蔵物の落下を防ぐ「傾斜スライド棚」で特許取得し、

2018年に発明協会中小企業庁長官賞受賞。移動棚や木製図書館書架・閲覧家具などでのグッド

デザイン賞金賞ほか、受賞多数。温度湿度管理技術にも長け、貴重な収蔵物管理を求められる収蔵

庫の設計・施工も行っている。「空間づくりから、価値づくり」を掲げて、新たな価値創出を目指す。

金剛株式会社

　1960年生まれ。佐賀県伊万里市出身。熊本大学工学部
卒業後、1982年熊本県民テレビ入社。2002年報道部長、
2008年営業局次長時代に退社。同年8月、金剛（株）に入社。
2009年4月副社長、同年10月から代表取締役社長。

代表取締役社長

田中 稔彦氏
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だ
さ
っ
た
か
ら
で
す
。こ
う
し
た
導
入
例
の
数
々

は
、我
々
が
単
に
製
品
を
納
め
る
の
で
は
な
く
、

経
営
理
念
に
あ
る「
安
心
」と
い
う
価
値
を
追
求

し
、社
会
文
化
に
貢
献
で
き
た
実
例
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

も
の
づ
く
り
の
世
界
は
Ａ
Ｉ
や
ロ
ボ
ッ
ト
な
ど

の
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
で
日
々
変
化
し
て
い
ま

す
。自
社
の
技
術
に
固
執
し
て
い
て
は
先
細
り
し

ま
す
。経
営
理
念
に「
先
進
」を
掲
げ
て
い
る
の

で
す
か
ら
、失
敗
を
恐
れ
ず
に
先
進
技
術
に
挑

戦
し
て
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。全
社
員
に
挑
戦

へ
の
気
概
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い
の
で
す
。

　

今
、バ
ー
チ
ャ
ル
と
リ
ア
ル
が
Ｉｏ
Ｔ
と
い
う
互

い
を
つ
な
ぐ
強
力
な
接
着
剤
に
よ
っ
て
、価
値
の

共
創
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。バ
ー
チ
ャ
ル
の

世
界
が
ア
ク
セ
ラ
レ
ー
タ
ー
な
ら
ば
、製
品
と
い

う
リ
ア
ル
を
実
現
す
る
の
が
当
社
の
よ
う
な
メ
ー

カ
ー
で
す
。他
の
メ
ー
カ
ー
よ
り
バ
ー
チ
ャ
ル
領

域
で
半
歩
先
を
行
き
、社
会
か
ら
求
め
ら
れ
て
い

る
解
決
法
を
提
示
で
き
れ
ば
、大
き
な
ア
ド
バ
ン

テ
ー
ジ
に
な
る
。新
工
場
へ
の
設
備
投
資
も
そ
の

た
め
で
す
。金
属
家
具
メ
ー
カ
ー
ら
し
か
ら
ぬ
新

規
事
業
、多
言
語
音
声
ガ
イ
ド
シ
ス
テ
ム「
ス
マ
ー

ト
ガ
イ
ド
」の
開
発
・
運
用
も
、挑
戦
す
る
風
土
を

つ
く
る
重
要
な
社
内
改
革
で
す
。

　

社
内
改
革
を
成
功
さ
せ
る
に
は
、同
時
に
社
員

の
意
識
改
革
が
必
要
で
す
。創
業
社
長
と
二
代

目
社
長
は「
製
造
は
売
る
人
、営
業
は
つ
く
る

人
」と
繰
り
返
し
社
員
に
伝
え
て
い
ま
し
た
。三

代
目
の
私
は
こ
こ
に
社
員
意
識
改
革
の
根
本
が

あ
る
と
考
え
、大
胆
な
人
事
異
動
を
行
い
ま
し

た
。製
造
か
ら
営
業
へ
の
異
動
に
戸
惑
う
社
員
も

い
た
と
思
い
ま
す
が
、こ
う
し
た
人
事
施
策
で
互

い
の
職
務
と
顧
客
ニ
ー
ズ
の
理
解
が
高
ま
り
、社

内
が
活
性
化
し
ま
し
た
。ま
た
、本
社
オ
フ
ィ
ス

を
フ
リ
ー
ア
ド
レ
ス
に
し
て
活
発
な
社
員
間
の
コ

ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま
し

た
。社
内
改
革
を
支
え
る
社
員
の
意
識
改
革
は
、

常
に
企
業
理
念
に
立
ち
返
り
、オ
ー
プ
ン
な
環
境

で
相
互
理
解
を
深
め
る
こ
と
か
ら
始
ま
る
と
、私

は
考
え
て
い
ま
す
。

—

こ
れ
か
ら
の
金
剛
は
何
を
目
指
し
て
い
く
の

で
し
ょ
う
か
。

　

私
た
ち
の
喜
び
と
事
業
継
続
の
原
動
力
は
、

「
金
剛
の
製
品
は
素
晴
ら
し
い
。安
心
し
て
任
せ

ら
れ
る
。金
剛
が
な
い
と
困
る
」と
い
う
お
客
様

や
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
言
葉
で
す
。

　

企
業
で
す
か
ら
売
上
利
益
を
追
求
し
、成
長

す
る
の
は
当
然
で
す
。し
か
し
、そ
の
先
に
あ
る

の
は
、真
の
意
味
で
顧
客
が
求
め
る
価
値
の
創
造

と
提
供
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。提
供
す
る
価
値

と
は
何
か
を
考
え
、そ
の
実
現
に
挑
戦
し
続
け
、

企
業
理
念
に
あ
る
よ
う
に「
安
心
と
先
進
で
社

会
文
化
に
貢
献
」し
て
い
き
た
い
。我
々
が
目
指

す
の
は
、社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
企
業
で
あ
り
続

け
る
こ
と
で
す
。

本
に
お
け
る
二
度
目
の
夏
季
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
が
い
よ
い
よ
来

年
と
な
っ
た
。１
９
６
４
年
の
最
初
の
東
京
開
催

は
、も
は
や
歴
史
と
い
っ
て
も
い
い
で
あ
ろ
う
。同

年
に
は
、こ
れ
ま
た
日
本
の
戦
後
成
長
の
シ
ン
ボ
ル

的
な
イ
ン
フ
ラ
で
あ
る
東
海
道
新
幹
線
が
開
通
し

て
い
る
。同
新
幹
線
の
建
設
費
の
相
当
部
分
は
世

界
銀
行（
世
銀
）か
ら
の
融
資
で
あ
っ
た
が
、こ
れ
を

知
る
人
々
も
限
ら
れ
て
き
た
で
あ
ろ
う
。第
二
次
世

界
大
戦
後
の
ブ
レ
ト
ン
ウ
ッ
ズ
体
制
で
国
際
通
貨

基
金（
Ｉ
Ｍ
Ｆ
）と
並
ぶ
世
銀
は
、日
本
の
鉄
道
、道

路
、電
力
、基
幹
産
業（
鉄
鋼
、自
動
車
）な
ど
へ
融

資
し
、そ
の
後
の
経
済
成
長
に
大
き
く
貢
献
し
た
。

銀
が
日
本
で
行
っ
た
最
初
の
融
資
は
、や
は

り
イ
ン
フ
ラ
で
、設
立
後
ま
も
な
い
日
本
開

発
銀
行（
Ｊ
Ｄ
Ｂ
）が
１
９
５
３
年
に
借
り
入
れ
、こ

れ
を
関
西
、中
部
、九
州
の
三
電
力
に
火
力
発
電
所

建
設
資
金
と
し
て
転
貸
し
た
も
の
で
あ
る
。Ｊ
Ｄ
Ｂ

が
実
施
し
た
電
力
向
け
の
世
銀
転
貸
融
資
は
北
陸

電
力
と
電
源
開
発
を
含
む
５
社
８
件
に
達
し
た
。

こ
う
し
た
イ
ン
フ
ラ
は
、た
と
え
ば
Ｃ
Ｏ
２
の
排
出

と
い
っ
た
観
点
で
は
今
日
の
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ

と
は
異
な
る
面
も
あ
る
が
、当
時
は
最
先
端
の
プ
ラ

ン
ト
を
使
用
し
て
い
た
。

の
転
貸
融
資
で
Ｊ
Ｄ
Ｂ
の
審
査
も
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
と
い
え
よ
う
。１
９
５
１

年
に
設
立
さ
れ
た
Ｊ
Ｄ
Ｂ
の
初
代
総
裁
と
な
っ
た
財

界
の
大
物
、小
林
中
は
、就
任
に
あ
た
り
、融
資
は

政
府
の
推
薦
が
あ
っ
て
も
、厳
密
な
審
査
を
通
る
こ

と
が
必
要
で
自
動
的
に
承
認
さ
れ
な
い
と
強
調
し

た
。こ
の
精
神
は
、世
銀
転
貸
融
資
に
お
い
て
も
適

用
さ
れ
た
。

Ｄ
Ｂ
は
、韓
国
で
政
府
系
の
韓
国
産
業
銀
行

（
英
語
で
はK

o
rea D

evelo
p
m
ent 

B
ank

で
、韓
国
開
銀
で
あ
る
）の
１
９
５
４
年
設

立
時
、法
律
、業
務
方
法
書
な
ど
の
モ
デ
ル
に
さ

れ
て
い
る
。ま
た
、中
国
国
家
開
発
銀
行（C

hina 

D
e
ve
lo
p
m
e
n
t B
an
k

）の
１
９
９
４
年
設

立
時
、世
銀
の
要
請
で
Ｊ
Ｄ
Ｂ
は
、審
査
研
修
そ

の
他
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。モ
ン
ゴ
ル
に

お
い
て
も
、２
０
１
１
年
の
モ
ン
ゴ
ル
開
発
銀
行

（D
evelopm

ent Bank of M
ongolia

）設

立
の
際
、日
本
政
策
投
資
銀
行（
Ｄ
Ｂ
Ｊ
）お
よ
び
日

本
経
済
研
究
所（
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
）は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
ス
キ
ー

ム
で
審
査
研
修
を
含
む
広
範
な
支
援
を
実
施
し
た
。

れ
ら
機
関
の
主
力
業
務
の
一
翼
は
、電
力
を

中
心
と
す
る
イ
ン
フ
ラ
融
資
で
あ
り
、そ
れ

が
的
確
な
審
査
を
通
っ
て
、十
全
な
効
果
を
あ
げ
る

こ
と
を
目
指
し
て
支
援
し
た
も
の
で
あ
る
。

人
的
に
は
、１
９
８
０
年
代
半
ば
に
Ｊ
Ｄ
Ｂ

か
ら
世
銀
に
出
向
し
た
際
、東
ア
ジ
ア
の
開

発
銀
行
を
担
当
す
る
部
署
に
配
属
さ
れ
た
。Ｊ
Ｄ

Ｂ
の
不
良
債
権
が
少
額
な
の
に
対
し
、同
地
域
、さ

ら
に
ア
フ
リ
カ
お
よ
び
そ
の
他
地
域
で
の
開
銀
の

多
く
が
、審
査
が
厳
格
で
な
い
こ
と
も
あ
り
相
当

額
の
不
良
債
権
を
抱
え
、世
銀
内
で
開
発
銀
行
の

活
用
を
疑
問
視
す
る
見
解
が
広
ま
っ
て
い
た
。そ

の
後
、世
銀
の
日
本
理
事
室
の
働
き
か
け
も
あ
り

１
９
９
３
年
、世
銀
は「
東
ア
ジ
ア
の
奇
跡

─

経
済

成
長
と
政
府
の
役
割
」（
注
１
）を
出
版
し
て
、同
地

域
の
急
成
長
を
分
析
し
、政
策
金
融
に
も
一
定
の

役
割
を
認
め
た
。

１
９
９
４
年
に
は
Ｊ
Ｄ
Ｂ
と
Ｊ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
が
、

世
銀
レ
ポ
ー
ト「
政
策
金
融

─

戦
後
日
本

の
経
験
」（
注
２
）を
発
表
し
、日
本
の
成
功
例
を
分

析
し
審
査
の
意
義
も
強
調
し
て
い
る
。

近
の「
持
続
可
能
な
イ
ン
フ
ラ
」に
お
い
て

も
、プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
、政
策
目
的
に
合
致

す
る
こ
と
に
加
え
、銀
行
融
資
等
が
必
要
な
場
合

は
一
定
の
採
算
性
を
確
保
す
る
よ
う
に
計
画
・
実

施
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
ろ
う
。

（
注
１
） EA

ST A
SIA
 M
IRA
C
LE

：Econom
ic G

row
th 

and Public Policy

（
注
２
） Policy-Based Finance

：The Experience of 
Postw

ar Japan

株式会社日本経済研究所
上席研究主幹

柴田 勉執筆者 Vol.14

日世こ

Ｊこ個

翌最

社
会
に
必
要
と
さ
れ
る
企
業
で

あ
り
続
け
る
こ
と
を
追
求
す
る

傾斜スライド棚
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